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(57)【要約】
時刻に基づいて、個人化された双方向メディアガイダン
スアプリケーション画面を自動的に表示するためのシス
テムおよび方法を提供する。双方向メディアガイダンス
アプリケーションは、ユーザ機器とのユーザの対話をモ
ニタし、異なる時刻に対する個別のユーザプロファイル
を特定することができる。この情報を使用して、双方向
メディアガイダンスアプリケーションは、１日を、ユー
ザプロファイルにそれぞれ関連した時間帯に区分するこ
とができる。双方向メディアガイダンスアプリケーショ
ンは、メディアガイダンス情報を表示するように、複数
の個人化されたインターフェイスまたは構成を作成また
は選択することもでき、各インターフェイスまたは構成
は、特定されたユーザプロファイルの関心対象を反映す
る。ユーザが双方向メディアガイダンスアプリケーショ
ンにアクセスすると、個人化されたインターフェイスま
たは構成を表示することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
時刻に基づいて、双方向メディアガイダンスアプリケーションにメディアガイダンス情報
を表示するための方法であって、
　第１の時刻に関連した第１のユーザ選好を特定するステップと、
　前記第１の時刻に、前記特定された第１のユーザ選好に関連した第１のメディアガイダ
ンス情報を表示するステップと、
　第２の時刻に関連した第２のユーザ選好を特定するステップと、
　前記第２の時刻に、前記特定された第２のユーザ選好に関連した第２のメディアガイダ
ンス情報を表示するステップと、を備え、表示される前記第１および第２のメディアガイ
ダンス情報は異なる、方法。
【請求項２】
前記双方向メディアガイダンスアプリケーションとのユーザ対話をモニタするステップと
、
　前記モニタされたユーザ対話に基づいて、前記第１と第２のユーザ選好のうちの少なく
とも１つを決定するステップと、をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
前記第１の時刻は第１のユーザに関連し、前記第２の時刻は第２のユーザに関連する、請
求項２に記載の方法。
【請求項４】
各ユーザが前記双方向メディアガイダンスアプリケーションを使用する少なくとも１つの
時刻を特定するステップと、
　各時間帯が、当該時間帯の間に前記双方向メディアガイダンスアプリケーションを使用
するユーザに関連するように、１日を時間帯に区分化するステップと、
　各ユーザの選好を判定するステップと、メディアガイダンス情報を各ユーザの選好に関
連させるステップと、
　現在の時間帯に関連するユーザを特定するステップと、
　前記識別されたユーザの選好に関連する前記メディアガイダンス情報を表示するステッ
プと、をさらに備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
メディアガイダンス情報を各ユーザの選好に関連させるステップは、
　ユーザの選好に最も類似するユーザプロファイルを特定するステップと、
　前記特定されたユーザプロファイルに関連するメディアガイダンス情報を特定するステ
ップと、
　前記特定されたメディアガイダンス情報を前記ユーザの選好に関連させるステップと、
を備える、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
前記ユーザプロファイルは、一般的なユーザプロファイルおよび既存のユーザのプロファ
イルのうちの１つである、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
前記時間帯は、複数の曜日で繰り返される、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
前記時間帯は、週の全ての曜日で繰り返される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
前記メディアガイダンス情報は、少なくとも１つのモジュールに表示される、請求項１に
記載の方法。
【請求項１０】
前記第１および第２のユーザ選好のそれぞれに関連したメディアガイダンス情報を表示す
るステップは、それぞれのユーザ選好に基づいて推奨されたメディア一覧を表示するステ
ップを備える、請求項１に記載の方法。
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【請求項１１】
前記双方向メディアガイダンスアプリケーションは、双方向番組ガイドである、請求項１
に記載の方法。
【請求項１２】
前記第１のメディアガイダンス情報および前記第２のメディアガイダンス情報は、テレビ
番組情報である、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
時刻に基づいて、双方向メディアガイダンスアプリケーションにメディアガイダンス情報
を表示するためのシステムであって、制御回路と表示デバイスとを備え、
　前記制御回路は、
　第１の時刻に関連した第１のユーザ選好を特定し、
　前記第１の時刻に、前記特定された第１のユーザ選好に関連した第１のメディアガイダ
ンス情報を表示するように、前記表示デバイスに指示し、
　第２の時刻に関連した第２のユーザ選好を特定し、
　前記第２の時刻に、前記特定された第２のユーザ選好に関連した第２のメディアガイダ
ンス情報を表示するように、前記表示デバイスに指示するように構成され、
　前記第１および第２のメディアガイダンス情報は異なる、システム。
【請求項１４】
前記制御回路は、
　前記双方向メディアガイダンスアプリケーションとのユーザ対話をモニタし、
　前記モニタされたユーザ対話に基づいて、前記第１および第２のユーザ選好のうちの少
なくとも１つを判定するように、さらに構成されている、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
前記第１の時刻は第１のユーザに関連し、前記第２の時刻は第２のユーザに関連する、請
求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
前記制御回路は、
　各ユーザが前記双方向メディアガイダンスアプリケーションを使用する少なくとも１つ
の時刻を特定し、
　各時間帯が、当該時間帯の間に前記双方向メディアガイダンスアプリケーションを使用
するユーザに関連するように、１日を時間帯に区分化し、
　各ユーザの選好を判定し、メディアガイダンス情報を各ユーザの選好に関連させ、
　現在の時間帯に関連するユーザを特定し、
　前記特定されたユーザの選好に関連した前記メディアガイダンス情報を表示するように
、前記表示デバイスに指示するように、さらに構成されている、請求項１５に記載のシス
テム。
【請求項１７】
前記制御回路は、
　前記ユーザの選好に最も類似するユーザプロファイルを特定し、
　前記特定されたユーザプロファイルに関連したメディアガイダンス情報を特定し、
　前記特定されたメディアガイダンス情報を前記ユーザの選好に関連させるように、さら
に構成されている、請求項１６に記載のシステム。
【請求項１８】
前記ユーザプロファイルは、一般的なユーザプロファイルおよび既存ユーザのプロファイ
ルのうちの１つである、請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
前記時間帯は、複数の曜日で繰り返される、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
前記時間帯は、週の全ての曜日で繰り返される、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
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前記メディアガイダンス情報は、少なくとも１つのモジュールに表示される、請求項１３
に記載のシステム。
【請求項２２】
前記制御回路は、それぞれのユーザ選好に基づいて推奨されたメディアの一覧を表示する
ように、前記表示デバイスに指示するように構成されている、請求項１３に記載のシステ
ム。
【請求項２３】
前記双方向メディアガイダンスアプリケーションは、双方向番組ガイドである、請求項１
３に記載のシステム。
【請求項２４】
前記第１のメディアガイダンス情報および前記第２のメディアガイダンス情報は、テレビ
番組情報である、請求項１３に記載のシステム。
【請求項２５】
双方向メディアガイダンスアプリケーションにメディアガイダンス情報の表示を再配置す
るための方法であって、
　第１の時刻に関連した第１のユーザ選好を特定するステップと、
　前記第１の時刻に、前記特定された第１のユーザ選好に関連した第１のモジュールの組
み合わせを使用してメディアガイダンス情報を表示するステップと、
　第２の時刻に関連した第２のユーザ選好を特定するステップと、
　前記第２の時刻に、前記特定された第２のユーザ選好に関連した第２のモジュールの組
み合わせを使用してメディアガイダンス情報を表示するステップと、を備え、前記第１お
よび第２のモジュールの組み合わせは異なる、方法。
【請求項２６】
前記第１のモジュールの組み合わせは第１のユーザに関連し、前記第２のモジュールの組
み合わせは第２のユーザに関連する、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
各組み合わせに対する前記モジュールは、それぞれのユーザ選好に基づいて選択される、
請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
前記双方向メディアガイダンスアプリケーションとのユーザ対話をモニタするステップと
、
　前記モニタされたユーザ対話に基づいて、前記第１と第２のユーザ選好のうちの少なく
とも１つを判定するステップと、をさらに備える、請求項２７に記載の方法。
【請求項２９】
前記第１の時刻は第１のユーザに関連し、前記第２の時刻は第２のユーザに関連する、請
求項２６に記載の方法。
【請求項３０】
各ユーザが前記双方向メディアガイダンスアプリケーションを使用する少なくとも１つの
時刻を特定するステップと、
　各時間帯が、当該時間帯の間に前記双方向メディアガイダンスアプリケーションを使用
するユーザに関連するように、１日を時間帯に区分化するステップと、
　各ユーザの選好を判定し、モジュールの組み合わせを各ユーザの選好に関連させるステ
ップと、
　現在の時間帯に関連するユーザを特定するステップと、
　前記特定されたユーザに関連した組み合わせを使用してメディアガイダンス情報を表示
するステップと、をさらに備える、請求項２６に記載の方法。
【請求項３１】
モジュールの組み合わせを各ユーザの選好に関連させるステップは、
　前記ユーザの選好に最も類似するユーザプロファイルを特定するステップと、
　前記特定されたユーザプロファイルに関連したモジュールの組み合わせを特定するステ
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ップと、
　前記特定されたモジュールの組み合わせを前記ユーザの選好に関連させるステップと、
をさらに備える、請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
前記時間帯は、複数の曜日で繰り返される、請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
前記時間帯は、週の全ての曜日で繰り返される、請求項３２に記載の方法。
【請求項３４】
前記モジュールの組み合わせを使用してメディアガイダンス情報を表示するステップは、
前記モジュールの組み合わせに関連した前記ユーザ選好に基づいて、モジュールの各組み
合わせを動的に生成するステップを備える、請求項２５に記載の方法。
【請求項３５】
モジュールの組み合わせを使用してメディアガイダンス情報を表示するステップは、前記
モジュールの組み合わせに関連したユーザ選好に基づいて、モジュールの既存の組み合わ
せを、既存のモジュールの組み合わせのライブラリから選択するステップを備える、請求
項２５に記載の方法。
【請求項３６】
前記双方向メディアガイダンスアプリケーションは、双方向番組ガイドである、請求項２
５に記載の方法。
【請求項３７】
前記第１のモジュールの組み合わせを使用して表示される前記メディアガイダンス情報、
および前記第２のモジュールの組み合わせを使用して表示される前記メディアガイダンス
情報は、テレビ番組情報である、請求項２５に記載の方法。
【請求項３８】
前記第１および第２のモジュールの組み合わせの各モジュールは、　推奨モジュール、録
画番組モジュール、オンデマンドモジュール、リスティングモジュール、日時モジュール
、ニュースモジュール、スポーツモジュール、天候モジュール、ローカルモジュール、映
画モジュール、およびオンラインモジュールからなる群から選択される、請求項２５に記
載の方法。
【請求項３９】
双方向メディアガイダンスアプリケーションにメディアガイダンス情報の表示を再配置す
るためのシステムであって、前記システムは制御回路と表示デバイスを備え、前記制御回
路は、
　第１の時刻に関連した第１のユーザ選好を特定し、
　前記第１の時刻に、前記特定された第１のユーザ選好に関連した第１のモジュールの組
み合わせを使用してメディアガイダンス情報を表示するように、前記表示デバイスに指示
し、
　第２の時刻に関連した第２のユーザ選好を特定し、
　前記第２の時刻に、前記特定された第２のユーザ選好に関連した第２のモジュールの組
み合わせを使用してメディアガイダンス情報を表示するように指示するように構成され、
　前記第１および第２のモジュールの組み合わせは異なる、システム。
【請求項４０】
前記第１のモジュールの組み合わせは第１のユーザに関連し、前記第２のモジュールの組
み合わせは第２のユーザに関連する、請求項３９に記載のシステム。
【請求項４１】
前記制御回路は、前記それぞれのユーザの選好に基づいて、各組み合わせに対する前記モ
ジュールを選択するように構成されている、請求項４０に記載のシステム。
【請求項４２】
前記制御回路は、
　前記双方向メディアガイダンスアプリケーションとのユーザ対話をモニタし、
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　前記モニタされたユーザ対話に基づいて、前記第１および第２のユーザ選好のうちの少
なくとも１つを判定するように、さらに構成されている、請求項４１に記載のシステム。
【請求項４３】
前記第１の時刻は第１のユーザに関連し、前記第２の時刻は第２のユーザに関連する、請
求項４０に記載の方法。
【請求項４４】
前記制御回路は、
　各ユーザが双方向メディアガイダンスアプリケーションを使用する少なくとも１つの時
刻を特定し、
　各時間帯が、当該時間帯の間に前記双方向メディアガイダンスアプリケーションを使用
するユーザに関連するように、１日を時間帯に区分化し、
　各ユーザの選好を判定し、モジュールの組み合わせを各ユーザの選好に関連させ、
現在の時間帯に関連するユーザを特定し、
　前記特定されたユーザに関連した前記モジュールの組み合わせを使用してメディアガイ
ダンス情報を表示するように、前記表示デバイスに指示するように、さらに構成されてい
る、請求項４０に記載のシステム。
【請求項４５】
前記制御回路は、
　前記ユーザの選好に最も類似するユーザプロファイルを特定し、
　前記特定されたユーザプロファイルに関連したモジュールの組み合わせを特定し、
　前記特定されたモジュールの組み合わせを前記ユーザの選好に関連させるようにさらに
構成されている、請求項４４に記載のシステム。
【請求項４６】
前記時間帯は、複数の曜日で繰り返される、請求項４４に記載のシステム。
【請求項４７】
前記時間帯は、週の全ての曜日で繰り返される、請求項４６に記載のシステム。
【請求項４８】
前記モジュールの組み合わせを使用してメディアガイダンス情報を表示するステップは、
前記モジュールの組み合わせに関連した前記ユーザ選好に基づいて、各モジュールの組み
合わせを動的に生成するステップを備える、請求項３９に記載のシステム。
【請求項４９】
モジュールの組み合わせを使用してメディアガイダンス情報を表示するステップは、前記
モジュールの組み合わせに関連したユーザ選好に基づいて、既存のモジュールの組み合わ
せを、既存のモジュールの組み合わせのライブラリから選択するステップを備える、請求
項３９に記載のシステム。
【請求項５０】
前記双方向メディアガイダンスアプリケーションは、双方向番組ガイドである、請求項３
９に記載のシステム。
【請求項５１】
前記第１のモジュールの組み合わせを使用して表示される前記メディアガイダンス情報お
よび前記第２のモジュールの組み合わせを使用して表示される前記メディアガイダンス情
報は、テレビ番組情報である、請求項３９に記載のシステム。
　前記第１および第２のモジュールの組み合わせの各々のモジュールは、
推奨モジュール、録画番組モジュール、オンデマンドモジュール、リスティングモジュー
ル、日時モジュール、ニュースモジュール、スポーツモジュール、天候モジュール、ロー
カルモジュール、映画モジュール、およびオンラインモジュールからなる群から選択され
る、請求項３９に記載のシステム。
【請求項５２】
双方向メディアガイダンスアプリケーションにメディアガイダンス情報の表示を再配置す
るための方法であって、
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　第１の時刻に関連した第１のユーザ選好を特定するステップと、
　第１の時刻に、前記特定された第１のユーザ選好に関連した第１のレイアウトを使用し
てメディアガイダンス情報を表示するステップと、
　第２の時刻に関連した第２のユーザ選好を特定するステップと、
　第２の時刻に、前記特定された第２のユーザ選好に関連した第２のレイアウトを使用し
てメディアガイダンス情報を表示するステップと、を備え、前記第１および第２のレイア
ウトは異なる、方法。
【請求項５３】
各レイアウトは、双方向メディアガイド画面上に少なくとも１つのモジュールの場所を指
定する、請求項５２に記載の方法。
【請求項５４】
各レイアウトは、少なくとも１つのモジュールで表示されるメディアガイダンス情報の順
番を指定する、請求項５２に記載の方法。
【請求項５５】
前記第１のレイアウトは第１のユーザに関連し、前記第２のレイアウトは第２のユーザに
関連する、請求項５２に記載の方法。
【請求項５６】
各レイアウトは、それぞれのユーザ選好に基づいて選択される、請求項５５に記載の方法
。
【請求項５７】
前記双方向メディアガイダンスアプリケーションとのユーザ対話をモニタするステップと
、
　前記モニタされたユーザ対話に基づいて、前記第１および第２のユーザ選好のうちの少
なくとも１つを判定するステップと、をさらに備える、請求項５６に記載の方法。
【請求項５８】
前記第１の時刻は前記第１のユーザに関連し、前記第２の時刻は前記第２のユーザに関連
する、請求項５５に記載の方法。
【請求項５９】
請求項５５に記載の方法であって、
　各ユーザが前記双方向メディアガイダンスアプリケーションを使用する少なくとも１つ
の時刻を特定するステップと、
　各時間帯が、当該時間帯の間に前記双方向メディアガイダンスアプリケーションを使用
するユーザに関連するように、１日を時間帯に区分化するステップと、
　各ユーザの選好を判定し、レイアウトを各ユーザの選好に関連させるステップと、
　現在の時間帯に関連するユーザを特定するステップと、
　前記特定されたユーザに関連した前記レイアウトにメディアガイダンス情報を表示する
ステップと、をさらに備える、請求項５５に記載の方法。
【請求項６０】
レイアウトを各ユーザの選好に関連させるステップは、
　前記ユーザの選好に最も類似するユーザプロファイルを特定するステップと、
　前記特定されたユーザプロファイルに関連したレイアウトを特定するステップと、
　前記特定されたレイアウトを前記ユーザの選好に関連させるステップと、を備える、請
求項５９に記載の方法。
【請求項６１】
前記時間帯は、複数の曜日で繰り返される、請求項５９に記載の方法。
【請求項６２】
前記時間帯は、週の全ての曜日で繰り返される、請求項６１に記載の方法。
【請求項６３】
前記双方向メディアガイダンスアプリケーションは、双方向番組ガイドである、請求項５
２に記載の方法。
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【請求項６４】
前記第１のモジュールの組み合わせを使用して表示される前記メディアガイダンス情報お
よび前記第２のモジュールの組み合わせを使用して表示される前記メディアガイダンス情
報は、テレビ番組情報である、請求項５２に記載の方法。
【請求項６５】
双方向メディアガイダンスアプリケーションにメディアガイダンス情報の表示を再配置す
るためのシステムであって、前記システムは制御回路と表示デバイスを備え、前記制御回
路は、
　第１の時刻に関連した第１のユーザ選好を特定し、
　第１の時刻に、前記特定された第１のユーザ選好に関連した第１のレイアウトを使用し
てメディアガイダンス情報を表示するように、前記表示デバイスに指示し、
　第２の時刻に関連した第２のユーザ選好を特定し、
　第２の時刻に、前記特定された第２のユーザ選好に関連した第２のレイアウトを使用し
てメディアガイダンス情報を表示するように前記表示デバイスに指示するように構成され
、前記第１および第２のレイアウトは異なる、システム。
【請求項６６】
各レイアウトは、前記双方向メディアガイド画面上に少なくとも１つのモジュールの場所
を指定する、請求項６５に記載のシステム。
【請求項６７】
各レイアウトは、少なくとも１つのモジュールで表示されるメディアガイダンス情報の順
番を指定する、請求項６５に記載のシステム。
【請求項６８】
前記第１のレイアウトは第１のユーザに関連し、前記第２のレイアウトは第２のユーザに
関連する、請求項６５に記載のシステム。
【請求項６９】
前記制御回路は、前記それぞれのユーザの選好に基づいて、各レイアウトを選択するよう
に構成されている、請求項６８に記載のシステム。
【請求項７０】
前記制御回路は、
　前記双方向メディアガイダンスアプリケーションとのユーザ対話をモニタし、
　前記モニタされたユーザ対話に基づいて、前記第１および第２のユーザ選好のうちの少
なくとも１つを判定するように、さらに構成されている、請求項６９に記載のシステム。
【請求項７１】
前記第１の時刻は前記第１のユーザに関連し、前記第２の時刻は前記第２のユーザに関連
する、請求項６８に記載のシステム。
【請求項７２】
前記制御回路は、
　各ユーザが前記双方向メディアガイダンスアプリケーションを使用する少なくとも１つ
の時刻を特定し、
　各時間帯が、当該時間帯の間に前記双方向メディアガイダンスアプリケーションを使用
するユーザに関連するように、１日を時間帯に区分化し、
　各ユーザの選好を判定し、レイアウトを各ユーザの選好に関連させ、
　現在の時間帯に関連するユーザを特定し、
　前記特定されたユーザに関連した前記レイアウトでメディアガイダンス情報を表示する
ように前記表示デバイスに指示するように、さらに構成されている、請求項６８に記載の
システム。
【請求項７３】
前記制御回路は、
　前記ユーザの選好に最も類似するユーザプロファイルを特定し、
　前記特定されたユーザプロファイルに関連した前記レイアウトを特定し、
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　前記特定されたレイアウトを前記ユーザの選好に関連させるようにさらに構成されてい
る、請求項７２に記載のシステム。
【請求項７４】
前記時間帯は、複数の曜日で繰り返される、請求項７２に記載のシステム。
【請求項７５】
前記時間帯は、週の全ての曜日で繰り返される、請求項７４に記載のシステム。
【請求項７６】
前記双方向メディアガイダンスアプリケーションは、双方向番組ガイドである、請求項６
５に記載のシステム。
　前記第１のモジュールの組み合わせを使用して表示される前記メディアガイダンス情報
、および前記第２のモジュールの組み合わせを使用して表示される前記メディアガイダン
ス情報は、テレビ番組情報である、請求項６５に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　優先請求権
　本出願は、２００６年９月２９日出願の米国特許出願番号１１／５４１，２４９、およ
び２００６年９月２９日出願の米国特許出願番号１１／５４１，２４８、および２００６
年９月２９日出願の米国特許出願番号１１／５４０，０４０の優先権を請求する。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、時刻に基づいて、個人化された双方向メディアガイダンスアプリケーション
の情報およびコンテンツを自動的に表示するためのシステムおよび方法に関する。
【０００３】
　双方向テレビ番組ガイドのような双方向メディアガイダンスアプリケーションは、当技
術分野で周知である。双方向メディアガイダンスアプリケーションを使用することによっ
て、ユーザは、膨大な量の情報およびコンテンツにアクセスおよび整理することができる
。ユーザが関心対象に一致するコンテンツを迅速に検索するのを支援するために、双方向
メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザの関心対象を判定し、判定された関心対
象に対応するコンテンツを特定することができる。その後、双方向メディアガイダンスア
プリケーションが、ユーザの機器を現在使用しているユーザを特定すると、双方向メディ
アガイダンスアプリケーションは、最もユーザの関心を引きやすいと思われるコンテンツ
および情報を表示することができる（例えば、ユーザの関心対象の番組を推奨する形式で
）。
【０００４】
　多数の既存の双方向メディアガイダンスアプリケーションは、現在のユーザを確認する
動作を積極的に実施するように、ユーザに要求する。例えば、双方向メディアガイダンス
アプリケーションは、ユーザにログインするように要求することができる。別の例として
、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザが固有情報を入力するのに応答
して、ユーザを特定することができる（例えば、ユーザが、オンデマンドコンテンツを注
文するために個人コードを入力する）。
【０００５】
　従って、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、現在のユーザを自動的に特定
し、特定されたユーザに対して個人化されたコンテンツを表示することが望ましい。さら
に、各ユーザに対して個人化されたインターフェイスまたはホームページを作成するため
のシステムおよび方法を提供することが望ましい。ここで、ホームページまたはインター
フェイスは、各ユーザの関心対象に基づいて選択された異なるコンテンツモジュール（例
えば、推奨、ニュース、オンデマンド、録画番組、ローカル情報、映画情報および劇場一
覧）を含む。
【発明の概要】
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の原則に従って、現在のユーザを自動的に特定するため、および、特定されたユ
ーザに対して個人化されたコンテンツを表示するためのシステムおよび方法が提供される
。さらに、各ユーザに対して個人化されたインターフェイスまたはホームページを作成す
るためのシステムおよび方法も提供される。当該ホームページまたはインターフェイスは
、各ユーザの関心対象に基づいて選択された異なるコンテンツモジュール（例えば、推奨
、ニュース、オンデマンド、録画番組、ローカル情報、映画情報および劇場一覧）を提供
する。
【０００７】
　一部の実施形態においては、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、第１の時
刻に第１の構成で、および第２の時刻に第２の構成で、メディアガイダンス情報を表示す
ることができ、構成は、表示されるメディアガイダンス情報のモジュール、およびモジュ
ールのレイアウトを指定し、第１と第２の構成は異なる。該構成は、様々なモジュールを
含み、モジュールはページ内の様々な場所に配置し、情報はモジュール内の別の場所に配
置する、あるいは、あるいは、モジュールに表示される情報が異なるため、様々な構成と
なり得る。一部の実施形態においては、構成は、スキンを指定することができ、スキンは
第１と第２の構成で異なる場合がある。
【０００８】
　一部の実施形態においては、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、双方向メ
ディアガイダンスアプリケーションとの複数のユーザの対話をモニタし、モニタされた対
話からユーザの対象関心を判定することができる。双方向メディアガイダンスアプリケー
ションは、また、モニタされた複数のユーザ間で個別のユーザを区別し、各ユーザの関心
対象を判定することもできる。各ユーザの関心対象に基づいて、双方向メディアガイダン
スアプリケーションは、自動的、または、ユーザの指示に応答して、のいずれかで、個人
化されたインターフェイスまたはホームページを選択または作成することができる。個人
化されたインターフェイスまたはホームページは、１つ以上のモジュール（例えば、推奨
モジュール、オンデマンドモジュール、録画番組モジュール）を含むことができる。双方
向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザの関心対象を反映するようにモジュー
ルを構成することができる（例えば、推奨番組がユーザの関心対象に対応するように、推
奨モジュールを構成する）。一部の実施形態においては、個人化されたインターフェイス
またはホームページは、スキンも含むことができる。
【０００９】
　双方向メディアガイダンスアプリケーションは、また、モニタされたユーザ対話から、
各ユーザがユーザ機器を典型的に使用する時間を判定することもできる。双方向メディア
ガイダンスアプリケーションは、次に、各ユーザがユーザの機器を使用する時間に基づい
て、１日を時間帯に区分化することができる。時間帯は、双方向メディアガイダンスアプ
リケーションに対して、任意の時刻に、どのユーザがユーザの機器を使用しているかの指
標を提供することができる。
【００１０】
　ユーザが、双方向メディアガイダンスアプリケーションへのアクセスを要求すると、双
方向メディアガイダンスアプリケーションは、まず、現在の時刻を判別して、現在の時刻
（例えば、現在の時間帯）に関連したユーザを特定することができる。次に、双方向メデ
ィアガイダンスアプリケーションは、特定されたユーザの個人化されたインターフェイス
またはホームページを表示することができる。双方向メディアガイダンスアプリケーショ
ンが、後から、別のユーザが現在の時刻に関連していると判断すると（例えば、現在の時
刻は別の時間帯内になる）、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、表示された
個人化されたインターフェイスまたはホームページを変更して、その他のユーザのインタ
ーフェイスまたはホームページを表示することができる。
【図面の簡単な説明】



(11) JP 2010-505355 A 2010.2.18

10

20

30

40

50

【００１１】
【図１】本発明の原則に従う例示的双方向メディアガイダンスアプリケーションの表示画
面を示す。
【図２】本発明の原則に従う別の例示的双方向メディアガイダンスアプリケーションの表
示画面を示す。
【図３】本発明の原則に従う例示的ユーザ機器の模式図である。
【図４】本発明の原則に従う例示的メディアシステムの模式図である。
【図５】本発明の原則に従う例示的なデフォルトのインターフェイスを示す。
【図６】本発明の原則に従う例示的な個人化されたインターフェイスを示す。
【図７】本発明の原則に従う別の例示的な個人化されたインターフェイスを示す。
【図８】本発明の原則に従う、ユーザのホームページを個人化するための例示的画面を示
す。
【図９】本発明の原則に従う、モジュールを構成するための例示的な画面を示す。
【図１０】本発明の原則に従う、個人化されたインターフェイスのレイアウトを変更する
ための例示的画面を示す。
【図１１】本発明の原則に従う、異なる時間に異なる構成で双方向メディアガイダンスア
プリケーション情報を表示するためのプロセスの例示的フローチャートである。
【図１２】本発明の原則に従う、個人化されたインターフェイスを表示するためのプロセ
スの例示的フローチャートである。
【図１３】本発明の原則に従う、個人化されたインターフェイスを自動的に生成するため
のプロセスの例示的フローチャートである。
【図１４】本発明の原則に従う、個人化されたインターフェイスを作成するように、ユー
ザに促すためのプロセスの例示的フローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　任意のメディア伝達システムにおいて、ユーザが利用可能なメディアの量は、膨大にな
る可能性がある。従って、多数のユーザは、ユーザがメディアの選択肢を効率的にナビゲ
ートして、希望のメディアを容易に特定できるインターフェイスを介する形式のメディア
ガイダンスを望んでいる。このようなガイダンスを提供するアプリケーションは、本明細
書では、双方向メディアガイダンスアプリケーションと呼ぶが、メディアガイダンスアプ
リケーションまたはガイダンスアプリケーションと呼ばれることがある。
【００１３】
　双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ガイダンスを提供するためのメディア
に応じて、多様な形式を取ることができる。１つの典型的なタイプのメディアガイダンス
アプリケーションは、双方向テレビ番組ガイドである。双方向テレビ番組ガイド（電子番
組ガイドと呼ばれることもある）は、周知のガイダンスアプリケーションで、特に、従来
のテレビ番組（従来の放送、ケーブル、衛星、インターネットまたはその他の手段を経由
して提供される）、有料番組、オンデマンド番組（ビデオオンデマンド（ＶＯＤ）システ
ムのように）、インターネットコンテンツ（例えば、ストリーミングメディア、ダウンロ
ード可能なメディア、ウェブキャストなど）、およびその他のタイプのメディアまたはビ
デオコンテンツを含む多種のメディアコンテンツ間のナビゲーションや検索をユーザが行
えるようにする。ガイダンスアプリケーションは、ユーザが、例えば、ビデオクリップ、
記事、広告、チャットセッション、ゲーム等を含むビデオコンテンツに関係したコンテン
ツ間のナビゲーションおよび検索をすることも可能にするする。
【００１４】
　インターネット、モバイルコンピューティング、高速ワイヤレスネットワークの登場に
伴い、ユーザは、パーソナルコンピュータ（ＰＣ）、および、従来は使用しなかった、ハ
ンドヘルドコンピュータ、携帯端末（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓｓｉｓｔ
ａｎｔ：ＰＤＡ）、モバイル電話またはその他のモバイルデバイスのような、その他のデ
バイス上でメディアにアクセスしている。これらのデバイス上で、ユーザは、テレビを介
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して利用可能であるのと同じメディアの間をナビゲートおよび検索することができる。従
って、メディアガイダンスは、これらのデバイス上でも必要である。ガイダンスは、テレ
ビだけを介して利用可能なメディアコンテンツ、これらのデバイスのうちの１つ以上だけ
を介して利用可能なメディアコンテンツ、または、テレビおよびこれらのデバイスのうち
の１つ以上で利用可能なメディアコンテンツに対して、提供することができる。メディア
ガイダンスアプリケーションは、ハンドヘルドコンピュータ、ＰＤＡ、モバイル電話、ま
たは他のモバイルデバイス上で、オンラインアプリケーション（つまり、ウェブサイト上
で提供）、または、スタンドアロン型アプリケーションまたはクライアントとして提供す
ることができる。メディアガイダンスアプリケーションを実現することができる多様なデ
バイスおよびプラットフォームについて、以下に詳細を説明する。
【００１５】
　メディアガイダンスアプリケーションの機能の１つは、メディア一覧やメディア情報を
ユーザに提供することである。図１－２は、メディアガイダンス、特にメディア一覧で提
供するために使用できる例示的表示画面を示す。図１－２および５－１０に示された表示
画面は、任意の適切なデバイスまたはプラットフォーム上に実現することができる。図１
－２および５－１０の表示は、全画面の表示として例示されているが、表示されているメ
ディアコンテンツを完全または部分的にオーバーレイすることもできる。ユーザは、表示
画面に提供された選択可能なオプションを選択することによって（例えば、メニューオプ
ション、一覧オプション、アイコン、ハイパーリンク等）、または、リモコンまたはその
他のユーザ入力インターフェイスまたはデバイス上の専用ボタン（例えば、「ガイド」ボ
タン）を押すことによって、メディア情報にアクセスする意思があることを示すことがで
きる。ユーザの指示に応答して、メディアガイダンスアプリケーションは、時間およびチ
ャンネル別に枠内で、時間別に、チャンネル別に、メディアのタイプ別に、カテゴリ別に
（例えば、映画、スポーツ、ニュース、子供向け、またはその他の番組カテゴリ）、また
は、他の定義、ユーザ定義、またはその他の体系化条件等によるなど、いくつかの方式の
うちの１つで体系化されたメディア情報を備える表示画面を提供することができる。
【００１６】
　図１は、時間およびチャンネル別に配置された例示的な枠による番組一覧表示１００を
示しているが、単一の表示で異なるメディアコンテンツにアクセスすることも可能である
。表示１００は、（１）チャンネル／メディアタイプ識別子１０４の列（各チャンネル／
メディアタイプ識別子（列内のセル）は利用可能な異なるチャンネルまたはメディアのタ
イプを識別する）、および（２）時間識別子１０６の行（各時間識別子（行のセル）は番
組の時間帯を識別する）を備える枠１０２を含むことができる。枠１０２は、また、番組
一覧１０８のような番組一覧の欄をも含み、各一覧は、一覧に関連したチャンネルや時刻
上に提供される番組のタイトルを提供する。ユーザ入力デバイスによって、ユーザは、ハ
イライト領域１１０を移動することによって、番組一覧を選択することが可能である。ハ
イライト領域１１０によって選択された番組一覧に関連する情報は、番組情報領域１１２
に提供される。領域１１２は、例えば、番組タイトル、番組内容、番組が提供される時刻
（該当する場合）、番組が放送されるチャンネル（該当する場合）、番組の評価およびそ
の他の望まれる情報を含むことができる。
【００１７】
　スケジュールに従って提供される線形番組へのアクセスを提供することに加えて、メデ
ィアガイダンスアプリケーションは、スケジュールによっては提供されない非線形番組へ
のアクセスも提供する。非線形番組は、オンデマンドメディアコンテンツ（例えばＶＯＤ
）、インターネットコンテンツ（例えばストリーミングメディア、ダウンロード可能なメ
ディア等）、ローカルに記憶されているメディアコンテンツ（例えば、デジタルビデオレ
コーダ（ＤＶＲ）、デジタルビデオディスク（ＤＶＤ）、ビデオカセット、コンパクトデ
ィスク（ＣＤ）に保管されたビデオコンテンツ等）、または他の時間に関係しないメディ
アコンテンツを含む、多種のメディアソースからのコンテンツを含む。オンデマンドコン
テンツは、映画および特定のメディアプロバイダによって提供されるオリジナルのメディ
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アコンテンツ両方を含むことができる（例えば、「Ｔｈｅ　Ｓｏｐｒａｎｏｓ」や「Ｃｕ
ｒｂ　Ｙｏｕｒ　Ｅｎｔｈｕｓｉａｓｍ」を提供しているＨＢＯ　Ｏｎ　Ｄｅｍａｎｄ）
。ＨＢＯ　ＯＮ　ＤＥＭＡＮＤ、ＴＨＥ　ＳＯＰＲＡＮＯＳおよびＣＵＲＢ　ＹＯＵＲ　
ＥＮＴＨＵＳＩＡＳＭは、Ｈｏｍｅ　Ｂｏｘ　Ｏｆｆｉｃｅ，　Ｉｎｃの登録商標である
。インターネットコンテンツは、チャットセッションまたはウェブキャストのようなウェ
ブイベント、または、インターネットウェブサイトまたは他のインターネットアクセス（
例えばＦＴＰ）を介して、ストリーミングメディアまたはダウンロード可能なメディアと
してオンデマンドで利用可能なコンテンツを含むことができる。
【００１８】
　枠１０２は、オンデマンド一覧１１４、録画メディア一覧１１６、およびインターネッ
トコンテンツ一覧１１８を含む非線形番組のための一覧を提供することができる。異種の
メディアソースからのコンテンツのための表示組み合わせ一覧は、「混合型メディア」表
示と呼ばれることがある。表示１００とは異なる、多様な順序の表示可能なタイプの一覧
は、ユーザ選択またはガイダンスアプリケーション定義に基づき得る（例えば、録画およ
び放送一覧だけの表示、オンデマンドおよび放送の一覧だけの表示、等）。示されている
ように、一覧１１４、１１６および１１８は、枠１０２内で、時間帯全体にわたるように
示され、これらの一覧の選択がそれぞれ、オンデマンド一覧、録画一覧またはインターネ
ット一覧専用の表示へのアクセスを提供できることを示す。他の実施形態では、これらメ
ディアタイプの一覧は、枠１０２内に直接含めることができる。追加の一覧は、ユーザが
ナビゲーションアイコン１２０のうちの１つを選択することに応答して表示することがで
きる。（ユーザ入力デバイス上の矢印キーを押すと、ナビゲーションアイコン１２０を選
択するのと同様な方式で表示を変化することができる。）
　表示１００は、ビデオ領域１２２、広告１２４、およびオプション領域１２６も含むこ
とができる。ビデオ領域１２２によって、ユーザは、ユーザが現在視聴可能、視聴可能に
なる予定、または、視聴可能であった番組を表示および／プレビューすることができる。
ビデオ領域１２２のコンテンツは、枠１０２に表示される一覧のうちの１つに対応、また
は、独立にすることができる。ビデオ領域を含む枠表示はピクチャインガイド（ＰＩＧ）
表示と呼ばれる場合がある。ＰＩＧ表示とその機能については、２００３年５月１３日出
願の、Ｓａｔｔｅｒｆｉｅｌｄらの米国特許番号６，５６４，３７８および２００１年５
月２９日出願の、Ｙｕｅｎらの米国特許番号６，２３９，７９４に詳細が説明されており
、全体を参照することによってここに組み込む。ＰＩＧ表示は、本発明の他のメディアガ
イダンスアプリケーション表示画面に含むことができる。
【００１９】
　広告１２４は、（例えば、加入者用番組に対する）視聴者のアクセス権に応じて、現在
視聴が可能、今後視聴が可能、または視聴が可能になることはない、メディアコンテンツ
に対して広告を提供することができ、さらに、枠１０２内の１つ以上のメディア一覧に対
応または無関係にすることができる。広告１２４は、枠１０２に表示されるメディアコン
テンツに関係または無関係な製品またはサービスに対する広告にもすることができる。広
告１２４は、選択可能にすることができ、メディアコンテンツに関する詳細情報を提供す
る、製品またはサービスに関する情報を提供する、メディアコンテンツ、製品またはサー
ビスの購入を可能にする、広告に関係するメディアコンテンツを提供することなどができ
る。広告１２４は、ユーザのプロファイル／選好、モニタされたユーザアクティビティ、
提供される表示のタイプ、または、その他適切なターゲット対象の広告ベースに基づいた
ターゲットにすることができる。
【００２０】
　広告１２４は、四角またはバナー形状として示されているが、広告は、ガイダンスアプ
リケーションの表示内で任意の適切な大きさ、形状、および場所に提供することができる
。例えば、広告１２４は、枠１０２に対して水平方向に隣接する四角形として提供するこ
とができる。これは、パネル広告と呼ばれることがある。さらに、広告は、メディアコン
テンツまたはガイダンスアプリケーション表示上にオーバーレイ、または表示内に埋め込
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むことができる。広告は、また、テキスト、画像、回転画像、ビデオクリップまたはその
他のタイプのメディアコンテンツも含むことができる。広告は、ガイダンスアプリケーシ
ョンを備えるユーザ機器内、ユーザ機器に接続されたデータベース内、離れた場所（スト
リーミングメディアサーバを含む）、または他の記憶手段またはこれらの場所の組み合わ
せ上に記憶することができる。メディアガイダンスアプリケーションに広告を提供するこ
とは、例えば、２００３年１月１７日出願の、Ｋｎｕｄｓｏｎ　らの米国特許出願番号１
０／３４７，６７３、２００４年６月２９日出願の、Ｗａｒｄ，　ＩＩＩらの米国特許番
号６，７５６，９９７、および２００２年５月１４日出願のＳｃｈｅｉｎらの米国特許番
号６，３８８，７１４に詳細が検討されており、全体を参照することによりここに組み込
む。広告は、本発明のその他のメディアガイダンスアプリケーション表示画面に含むこと
ができることが理解されるであろう。
【００２１】
　オプション領域１２６によって、ユーザは、多種のメディアコンテンツ、メディアガイ
ダンスアプリケーション表示、および／またはメディアガイダンスアプリケーション機能
にアクセスできる。オプション領域１２６は、表示１００（および本発明のその他の表示
画面）の一部にすることができるか、あるいは画面上のオプションを選択することによっ
て、またはユーザ入力デバイス上の専用または割り当て可能ボタンを押すことにより、ユ
ーザによって起動することができる。オプション領域１２６の選択可能なオプションは、
枠１０２内の番組一覧に関連する機能に関することができるか、あるいはメインメニュー
表示から利用可能なオプションを含むことができる。番組一覧に関係する機能は、番組の
その他の放送時間または受信方式の検索、番組の録画、番組のシリーズ録画を可能にする
こと、番組および／またはチャンネルをお気に入りとして設定、番組の購入、またはその
他の機能を含むことができる。メインメニュー表示から利用可能なオプションは、検索オ
プション、ＶＯＤオプション、ペアレンタル管理オプション、多様なタイプの一覧表示へ
のアクセス、プレミアムサービスへの加入、ユーザのプロファイルの編集、ブラウザオー
バーレイにアクセス、またはその他のオプションを含むことができる。
【００２２】
　メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザの選好に基づいて個人化することがで
きる。個人化されたメディアガイダンスアプリケーションによって、ユーザは、表示や機
能をカスタマイズし、メディアガイダンスアプリケーションで、個人化された「体験」を
生み出すようにできる。この個人化された体験は、ユーザがこれらのカスタマイズを入力
できるようにすることによって、および／または、メディアガイダンスアプリケーション
がユーザのアクティビティをモニタして、多様なユーザ選好を判定することによって、作
成することができる。ユーザは、ログインすることによって、またはほかの方法でガイダ
ンスアプリケーションに対して自身を特定することによって、個人化されたガイダンスア
プリケーションにアクセスすることができる。メディアガイダンスアプリケーションのカ
スタマイズは、ユーザプロファイルに応じて作成することができる。カスタマイズは、プ
レゼンテーションスキーム（例えば、表示のカラースキーム、テキストのフォントサイズ
等）、表示されるメディアコンテンツ一覧の態様（例えば、ＨＤＴＶ番組だけ、お気に入
りチャンネル選択に基づいたユーザ指定の放送チャンネル、チャンネル表示の並び替え、
推奨メディアコンテンツ等）、希望の録画機能（例えば、特定のユーザに対して録画また
はシリーズ録画、録画品質等）、ペアレンタル管理設定の変更、およびその他の望ましい
カスタマイズを含むことができる。
【００２３】
　メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザがユーザプロファイル情報を提供する
ことを可能にさせるか、あるいはユーザプロファイル情報を自動的に蓄積することができ
る。メディアガイダンスアプリケーションは、例えば、ユーザがアクセスするメディアを
モニタ、および／またはユーザが体験したことがあるガイダンスアプリケーションとのそ
の他の対話をモニタすることができる。さらに、メディアガイダンスアプリケーションは
、特定のユーザに関連する他のユーザプロファイルのすべてまたは一部を取得（例えば、
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ｗｗｗ．ｔｖｇｕｉｄｅ．ｃｏｍのようなユーザがアクセスするインターネット上の他の
ウェブサイトから、ユーザがアクセスする他のメディアガイダンスアプリケーションから
、ユーザがアクセスする他の双方向アプリケーションから、ユーザのハンドヘルドデバイ
スから、等）、および／またはメディアガイダンスアプリケーションがアクセスできるそ
の他のソースから、ユーザに関する情報を取得できる。この結果、ユーザの異なる複数の
デバイスにわたって、統一されたガイダンスアプリケーション体験をユーザに提供するこ
とが可能になる。この種のユーザ体験は、図４を参照して以下に詳細を説明する。追加の
個人化されたメディアガイダンスアプリケーション機能は、２００５年７月１日出願の、
Ｅｌｌｉｓらの米国特許申請番号１１／１７９，４１０、１９９９年１１月９日出願の、
Ｂｏｙｅらの米国特許申請番号０９／４３７，３０４、および２００２年２月２１日出願
の、Ｅｌｌｉｓらの米国特許申請番号１０／１０５，１２８に詳細が説明されており、全
体を参照することによってここに組み込む。
【００２４】
　メディアガイダンスを提供するための別の表示配置が図２に示される。ビデオモザイク
表示２００は、メディアのタイプ、ジャンル、および／またはその他の体系化条件に基づ
いて体系化されたメディアコンテンツ情報に対する選択可能オプション２０２を含む。表
示２００では、テレビ一覧オプション２０４が選択されたので、放送番組一覧として、一
覧２０６、２０８、２１０および２１２を提供する。図１の一覧とは異なり、表示２００
の一覧は、簡単なテキスト（例えば、番組のタイトル）やメディアを説明するアイコンだ
けに限定されない。代わりに、表示２００では、一覧は、表紙のイラスト、メディアコン
テンツからの静止画、ビデオクリップのプレビュー、メディアコンテンツからの生ビデオ
、または、一覧によって説明されているメディアコンテンツをユーザに示すその他のタイ
プのメディアを含む、グラフィック画像を提供することができる。また、グラフィック一
覧の各々は、一覧に関連したメディアコンテンツに関する詳細情報を提供するように、テ
キストも付け加えることができる。例えば、一覧２０８は、メディア部分２１４とテキス
ト部分２１６を含む２つ以上の部分を含むことができる。メディア部分２１４および／ま
たはテキスト部分２１６は、ビデオを全画面で見るように、または、メディア部分２１４
に表示されるビデオに関係する番組一覧を見るように、選択可能にすることができる（例
えば、ビデオが表示されるチャンネルの一覧を見る）。
【００２５】
　表示２００の一覧のサイズは異なる（つまり、一覧２０６は一覧２０８、２１０および
２１２より大きい）が、必要な場合は、すべての一覧を同じサイズにすることができる。
一覧は、メディアプロバイダの要求どおりに、またはユーザ選好に基づいて、ユーザに関
心の度合いを示す、または特定のコンテンツを強調するように、サイズが異なる場合やグ
ラフィックが強調されている場合がある。メディア一覧のグラフィックを強調するための
多様なシステムおよび方法は、例えば、２００５年１２月２９日出願のＹａｔｅｓの米国
特許申請番号１１／３２４，２０２で検討されており、全体を参照することによりここに
組み込む。
【００２６】
　ユーザは、１つ以上の　ユーザ機器装置から、メディアコンテンツおよびメディアガイ
ダンスアプリケーション（ならびに、上および下に詳細を説明する表示画面）にアクセス
することができる。図３は、例示的なユーザ機器装置３００の一般化された実施形態を示
す。ユーザ機器装置のより特定の実施は、図４を参照して以下に説明する。ユーザ機器装
置３００は、入力／出力（以下「Ｉ／Ｏ」）経路３０２を経由してメディアコンテンツお
よびデータを受信する。Ｉ／Ｏ経路３０２は、メディアコンテンツ（例えば、放送番組、
オンデマンド番組、インターネットコンテンツ、およびその他のビデオまたはオーディオ
）およびデータを制御回路３０４に提供することができる。制御回路３０４は、処理回路
３０６および記憶装置３０８を含む。制御回路３０４は、Ｉ／Ｏ経路３０２を使用して、
コマンド、リクエスト、およびその他の適切なデータを送信および受信するために使用す
ることができる。Ｉ／Ｏ経路３０２は、制御回路３０４（および特に処理回路３０６）を
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１つ以上の通信経路に接続することができる（以下に説明）。Ｉ／Ｏ機能は、これらの１
つ以上の通信経路によって提供することができるが、図面が複雑になり過ぎないように、
図３では単一経路として示される。
【００２７】
　制御回路３０４は、１つ以上のマイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル
信号プロセッサ、プログラム可能なロジックデバイス等に基づく制御回路のような任意の
適切な処理回路３０６上に基づくことができる。一部の実施形態においては、制御回路３
０４は、メモリ（つまり記憶装置３０８）に記憶されたメディアガイダンスアプリケーシ
ョンのために命令を実行する。クライアント－サーバベースの実施形態においては、制御
回路３０４は、ガイダンスアプリケーションサーバまたはその他のネットワークまたはサ
ーバとの通信に適切な通信回路を含むことができる。通信回路は、ケーブルモデム、総合
デジタル通信網（ＩＳＤＮ）モデム、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）モデム、電話モデム
、またはその他の機器との通信用ワイヤレスモデムを含むことができる。このような通信
は、インターネットまたはその他任意の適切な通信ネットワークまたは経路を含むことが
できる（図４を参照して詳細を説明）。さらに、通信回路は、ユーザ機器装置のピアツー
ピア通信、または互いに離れた場所にあるユーザ機器装置の通信を可能にする回路を含む
ことができる（以下に詳細を説明）。
【００２８】
　メモリ（例えば、ランダムアクセスメモリ、読み取り専用メモリ、またはその他任意の
適切なメモリ）、ハードドライブ、光学ドライブ、またはその他任意の適切な固定または
取り外し可能な記憶装置（例えば、ＤＶＤレコーダ、ＣＤレコーダ、ビデオカセットレコ
ーダ、またはその他適切な記録装置）は、制御回路３０４の一部である記憶装置３０８と
して提供することができる。記憶装置３０８は、上記のタイプのストレージデバイスを１
つ以上含むことができる。例えば、ユーザ機器装置３００は、ＤＶＲ（パーソナルビデオ
レコーダまたはＰＶＲと呼ばれる場合がある）用のハードドライブおよび２次の記憶装置
としてＤＶＤレコーダを含むことができる。記憶装置３０８は、番組情報、ガイダンスア
プリケーション設定、ユーザ選好またはプロファイル情報、またはガイダンスアプリケー
ションを操作する場合に使用されるその他のデータを含めて、ここで説明された多様なタ
イプのメディアおよびガイダンスアプリケーションデータを記憶するために使用すること
ができる。非揮発性メモリも（例えば、ブートアップルーチンやその他の命令を起動する
ために）使用することができる。
【００２９】
　制御回路３０４は、１つ以上のアナログチューナ、１つ以上のＭＰＥＧ－２デコーダま
たはその他のデジタルデコード回路、高解像度チューナ、またはその他の任意の適切な調
整またはビデオ回路のようなビデオ生成回路や調整回路を含むことができるか、あるいは
このような回路の組み合わせも、回路３０４の一部として含むことができる。符号化回路
（例えば、アナログまたはデジタルの放送信号を保存用のＭＰＥＧ信号に変換）も提供す
ることができる。また、制御回路３０４は、メディアをユーザ機器３００の好ましい出力
形式にアップコンバートまたはダウンコンバートするためのスケーラ回路も含むことがで
きる。また、回路３０４は、デジタルとアナログ信号間を変換するためのデジタルからア
ナログへの変換回路およびアナログからデジタルへの変換回路も含むことができる。調整
および符合化回路は、メディアコンテンツを受信して表示、再生、または記録するために
、ユーザ機器によって使用される場合がある。調整および符号化回路は、ガイダンスデー
タを受信するために使用することができる。ここで説明される回路は、例えば、調整、ビ
デオ生成、符号化、デコード、スケーラ、およびアナログ／デジタル回路を含めて、１つ
以上の汎用目的または専門プロセッサ上で稼動するソフトウェアを使用して実現すること
ができる。複数のチューナは、同時調整機能を処理するように提供することができる（例
えば、視聴および記録機能、ピクチャインピクチャ（ＰＩＰ）機能、複数のチューナ－記
録機能等）。記憶装置３０８が、ユーザ機器３００とは別のデバイスとして提供される場
合、調整および符合化回路（複数のチューナを含む）は、記憶装置３０８に関連させるこ
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とができる。
【００３０】
　ユーザは、ユーザ入力インターフェイス３１０を使用して、制御回路３０４を制御する
ことができる。ユーザ入力インターフェイス３１０は、リモートコントロール、マウス、
トラックボール、キーパッド、キーボード、タッチ画面、タッチパッド、スタイラス入力
、ジョイスティック、音声認識インターフェイスまたはその他のユーザ入力インターフェ
イスのような、任意の適切なユーザインターフェイスにすることができる。表示３１２は
、スタンドアロン型デバイス、またはユーザ機器装置３００のその他の要素との統合され
た形態として提供することができる。表示３１２は、１つ以上のモニタ、テレビ、モバイ
ルデバイス用液晶画面（ＬＣＤ）、または視覚的画像を表示するためのその他任意の適切
な機器にすることができる。一部の実施形態においては、表示３１２はＨＤＴＶ対応型に
することができる。スピーカー３１４は、ユーザ機器装置３００のその他の要素と統合さ
れた形態で提供することができるか、あるいはスタンドアロン型ユニットにすることがで
きる。ディスプレイ３１２上に表示されるビデオやその他のメディアコンテンツのオーデ
ィオコンポーネントは、スピーカー３１４を介して再生することができる。一部の実施形
態においては、オーディオは、受信機（非表示）に配信することができ、受信機がスピー
カー３１４を介してオーディオを処理および出力する。
【００３１】
　図３のユーザ機器装置は、ユーザのテレビ機器４０２、ユーザのコンピュータ機器４０
４、ワイヤレスユーザ通信装置４０６、または非携帯型ゲーム機のように、メディアにア
クセスするために適したその他任意のタイプのユーザ機器として、図４のシステム４００
において実現することが可能である。簡素化を目的として、これらのデバイスは、ここで
は総称して、ユーザ機器またはユーザ機器装置と呼ぶ場合がある。メディアガイダンスア
プリケーションが実現されるユーザ機器装置は、スタンドアロン型デバイスとして機能す
ることができるか、あるいはデバイスのネットワークの一部にすることができる。デバイ
スの多様なネットワーク構成を実現することができ、以下に詳細を検討する。
【００３２】
　ユーザのテレビ機器４０２は、セットトップボックス、衛星放送用受信機（ＩＲＤ）、
テレビセット、デジタルストレージデバイス、ＤＶＤレコーダ、ビデオカセットレコーダ
（ＶＣＲ）、ローカルメディアサーバ、またはその他のユーザテレビ機器を含むことがで
きる。これらの１つ以上のデバイスは、必要であれば単一のデバイスに統合することがで
きる。ユーザコンピュータ機器４０４は、ＰＣ、ノートパソコン、タブレット、ＷｅｂＴ
Ｖボックス、パーソナルコンピュータテレビ（ＰＣ／ＴＶ）、ＰＣメディアサーバ、ＰＣ
メディアセンター、またはその他のユーザコンピュータ機器を含むことができる。ＷＥＢ
ＴＶはＭｉｃｒｏｓｏｆｔ　Ｃｏｒｐの登録商標である。ワイヤレスユーザ通信デバイス
４０６は、ＰＤＡ、モバイル電話、携帯用ビデオプレーヤー、携帯用音楽プレーヤー、携
帯用ゲーム機、またはその他のワイヤレスデバイスを含むことができる。
【００３３】
　ＰＣ、ＷｅｂＴＶ、およびその他のユーザ機器装置にビデオを統合するためのテレビチ
ューナーカードの出現に伴い、デバイスを上記デバイスの１つとして分類しようとすると
、明確に区分できなくなることに注意する。事実、ユーザテレビ機器４０２、ユーザコン
ピュータ機器４０４、およびワイヤレスユーザ通信デバイス４０６のうちの各々は、図３
を参照して上記で説明したシステム機能のうちの少なくとも一部を利用することができる
ので、デバイス上で利用可能なメディアコンテンツのタイプに関しては、柔軟に考えるこ
とができる。例えば、ユーザテレビ機器４０２は、インターネットコンテンツへのアクセ
スを可能にするインターネット有効型にすることができ、その一方、ユーザコンピュータ
機器４０４は、テレビ番組へのアクセスを可能にするチューナを含むことができる。また
、メディアガイダンスアプリケーションは、多様なタイプのユーザ機器上に同じレイアウ
トを有することができるか、あるいはユーザ機器の表示機能に合わせることができる。例
えば、ユーザのコンピュータ機器上では、ガイダンスアプリケーションは、ウェブブラウ
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ザによってアクセスするウェブサイトとして提供することができる。別の実施例では、ガ
イダンスアプリケーションは、ワイヤレスユーザ通信デバイス用に縮小することができる
。
【００３４】
　システム４００では、典型的に、各々のタイプのユーザ機器装置が２つ以上存在するが
、図面が複雑になり過ぎないように、各々１つだけが図４に示される。さらに、各ユーザ
は、２つ以上のタイプのユーザ機器装置（例えば、ユーザはテレビセットとコンピュータ
とを持つことができる）、および各々のタイプのユーザ機器装置を２つ以上（例えば、ユ
ーザはＰＤＡとモバイル電話および／または複数のテレビセットを持つことができる）を
利用することができる。
【００３５】
　また、ユーザは、家庭内のデバイスおよびリモートのデバイスでメディアガイダンスア
プリケーション設定を一定に維持するように、多様な設定を設定することもできる。設定
は、ここで説明された設定、さらに、お気に入りのチャンネルや番組、番組を推奨するた
めにガイダンスアプリケーションが利用する番組の選好、表示選好、およびその他の望ま
しいガイダンス設定を含む。例えば、ユーザが、職場のパソコン上でｗｗｗ．ｔｖｇｕｉ
ｄｅ．ｃｏｍのウェブサイトのチャンネルをお気に入りとして設定すると、同じチャンネ
ルが、ユーザの家庭のデバイス上（例えば、ユーザのテレビ機器とユーザのコンピュータ
機器）、さらに、必要であれば、ユーザのモバイル上でお気に入りとして表示される。し
たがって、同じタイプまたは異なるタイプのユーザ機器装置であるかどうかに関わらず、
１台のユーザ機器装置上で行われた変更によって、別のユーザ機器装置上のガイダンス体
験が変更する可能性がある。さらに、行われた変更は、ユーザによる設定入力、およびガ
イダンスアプリケーションによってモニタされたユーザのアクティビティに基づく場合が
ある。
【００３６】
　ユーザ機器装置は、通信ネットワーク４１４に結合することができる。すなわち、ユー
ザテレビ機器４０２、ユーザコンピュータ機器４０４、およびワイヤレスユーザ通信デバ
イス４０６は、それぞれ、通信経路４０８、４１０、および４１２を経由して、通信ネッ
トワーク４１４に結合する。通信ネットワーク４１４は、インターネット、モバイル電話
ネットワーク、モバイルデバイス（例えばＢｌａｃｋｂｅｒｒｙ）ネットワーク、ケーブ
ルネットワーク、公衆交換回線ネットワーク、またはその他のタイプの通信ネットワーク
または通信ネットワークの組み合わせを含めて、１つ以上のネットワークにすることがで
きる。ＢＬＡＣＫＢＥＲＲＹはＲｅｓｅａｒｃｈ　Ｉｎ　Ｍｏｔｉｏｎ　Ｌｉｍｉｔｅｄ
　Ｃｏｒｐの登録商標である。経路４０８、４１０および４１２は、別々または一緒に、
衛星放送経路、光ファイバ経路、ケーブル経路、インターネット通信をサポートする経路
（例えばＩＰＴＶ）、フリースペース接続（例えば、放送またはその他のワイヤレス信号
用）、またはその他任意の適切な有線またはワイヤレス通信経路またはこれらの経路の組
み合わせのような１つ以上の通信経路を含むことができる。経路４１２は、図４に示され
た例示的な実施形態において、ワイヤレス経路であることを示すように、破線で描かれ、
経路４０８および４１０は、有線経路であることを示すように、実線で描かれている（し
かし、これらの経路は必要であればワイヤレス経路にすることができる）。ユーザ機器装
置との通信は、これらの通信経路のうちの１つ以上によって提供することができるが、図
４では、図面が複雑になり過ぎないように、単一経路として示される。
【００３７】
　通信経路は、ユーザ機器装置の間には描かれていないが、これらのデバイスは、経路４
０８、４１０および４１２に関して上記で説明したように、およびＵＳＢケーブル、ＩＥ
ＥＥ１３９４ケーブル、ワイヤレス経路（例えばＢｌｕｅｔｏｏｔｈ、赤外線、ＩＥＥＥ
８０２－１１ｘ等）のような短距離ポイントツーポイント通信経路、または有線または無
線経路を経由するその他の短距離通信を経由して相互に直接通信することができる。ＢＬ
ＵＥＴＯＯＴＨはＢｌｕｅｔｏｏｔｈ　ＳＩＧ，　ＩＮＣの登録商標である。ユーザ機器
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装置は、通信ネットワーク４１４を経由する間接的経路を介して、直接相互に通信するこ
ともできる。
【００３８】
　システム４００は、それぞれ、通信経路４２０、４２１および４２２を介して通信ネッ
トワーク４１４に結合される、メディアコンテンツソース４１６、データベース４１７お
よびメディアガイダンスデータソース４１８を含む。経路４２０、４２１および４２２は
、経路４０８、４１０および４１２に関して上記で説明した通信経路のいずれかを含むこ
とができる。メディアコンテンツソース４１６、データベース４１７およびメディアガイ
ダンスデータソース４１８との通信は、１つ以上の通信経路でやり取りすることができる
が、図４では、図面が複雑になりすぎないように、単一経路として示されている。さらに
、メディアコンテンツソース４１６、データベース４１７およびメディアガイダンスデー
タソース４１８の各々のうち２つ以上が存在することができるが、図４では、図面が複雑
になり過ぎないように、各々１つだけが示されている。（これらのソースの各々の異なる
種類は以下に検討する。）必要な場合は、２つ以上のメディアコンテンツソース４１６、
データベース４１７およびメディアガイダンスデータソース４１８は、１つのソースデバ
イスとして統合することができる。ソース４１６および４１８、およびデータベース４１
７と、ユーザ機器装置４０２、４０４および４０６との間の通信は、通信ネットワーク４
１４を介するものとして示されているが、一部の実施形態においては、ソース４１６およ
び４１８、およびデータベース４１７は、経路４０８、４１０および４１２に関して上記
で説明したような通信経路（非表示）を経由して、ユーザ機器装置４０２、４０４および
４０６と直接通信することができる。
【００３９】
　メディアコンテンツソース４１６は、テレビ配信施設、ケーブルシステム前処理、衛星
放送配信施設、番組ソース（例えば、ＮＢＣ、ＡＢＣ、ＨＢＯ等のテレビ放送会社）、中
間配信施設および／またはサーバ、インターネットプロバイダ、オンデマンドメディアサ
ーバおよびその他のメディアコンテンツプロバイダを含む、１つ以上のタイプのメディア
配信機器を含むことができる。ＮＢＣはＮａｔｉｏｎａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　
Ｃｏｍｐａｎｙ，　Ｉｎｃ．の登録商標、ＡＢＣはＡＢＣ，　ＩＮＣ．の登録商標、およ
びＨＢＯはＨｏｍｅ　Ｂｏｘ　Ｏｆｆｉｃｅ，　Ｉｎｃ．の登録商標である。メディアコ
ンテンツソース４１６は、メディアコンテンツの発信者（例えば、テレビ放送会社、ウェ
ブキャストプロバイダ等）であってもよく、あるいはメディアコンテンツの発信者でなく
てもよい（例えば、オンデマンドメディアコンテンツプロバイダ、ダウンロード用放送番
組のビデオコンテンツのインターネットプロバイダ等）。メディアコンテンツソース４１
６は、ケーブルソース、衛星放送プロバイダ、オンデマンドプロバイダ、インターネット
プロバイダ、またはその他のメディアコンテンツプロバイダを含むことができる。メディ
アコンテンツソース４１６は、任意のユーザ機器装置から離れた場所にある、異種のメデ
ィアコンテンツを保管するために使用されるリモートメディアサーバ（ユーザによって選
択されるビデオコンテンツを含む）を含むこともできる。メディアコンテンツのリモート
ストレージのため、およびリモートに保管されたメディアコンテンツをユーザ機器に提供
するためのシステムおよび方法は１９９９年６月１１日出願の、Ｅｌｌｉｓらの米国特許
申請番号０９／３３２，２４４に詳細に検討されており、その全体を参照によりここに組
み込む。
【００４０】
　メディアガイダンスデータソース４１８は、メディア一覧、メディア関連情報（例えば
、放送時間、放送チャンネル、メディアのタイトル、メディア詳細、評価情報（例えば、
ペアレンタル管理評価、批評家の評価等）、ジャンルやカテゴリ情報、俳優の情報、放送
会社のロゴまたはプロバイダのロゴ等）、メディアフォーマット（例えば、標準解像度、
高解像度等）、広告情報（例えば、テキスト、画像、メディアクリップ等）、オンデマン
ド情報、および、ユーザが希望のメディア選択をナビゲートおよび検索できるようにする
、他の任意のタイプのガイダンスデータ、など、メディアガイダンスデータを提供するこ
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とができる。
【００４１】
　メディアガイダンスアプリケーションデータは、任意の適切な手法を使用して、ユーザ
機器装置に提供することができる。一部の実施形態においては、ガイダンスアプリケーシ
ョンは、スタンドアロン型の対話テレビ番組ガイドで、データフィードを経由して番組ガ
イドを受信する（例えば、継続フィード、トリクルフィード、または、チャンネルの縦方
向のブランク間隔のデータ）。番組予定のデータおよびその他のガイダンスデータは、テ
レビチャンネルの側帯上で帯域内デジタル信号を使用して、帯域外デジタル信号を使用し
て、または、その他任意の適切なデータ送信技法によって、テレビチャンネルの縦方向の
ブランク間隔で、ユーザ機器に提供することができる。番組予定データおよびその他のガ
イダンスデータは、複数のアナログまたはデジタル式テレビチャンネル上でユーザ機器に
提供することができる。番組予定データおよびその他のガイダンスデータは、任意の適切
な頻度でユーザ機器に提供することができる（例えば、連続、毎日、ユーザ定義の時間、
システム定義の時間、ユーザ機器からのリクエストに応答して、等）。一部の手法では、
メディアガイダンスデータソース４１８からのガイダンスデータは、クライアント－サー
バ手法を使用して、ユーザの機器に提供することができる。例えば、ユーザの機器上にあ
るガイダンスアプリケーションクライアントは、必要なときにガイダンスデータを取得す
るように、ソース４１８とのセッションを開始することができる。メディアガイダンスデ
ータソース４１８は、ユーザ機器装置４０２、４０４および４０６にメディアガイダンス
アプリケーション自体、または、メディアガイダンスアプリケーションにソフトウェアの
更新を提供することができる。
【００４２】
　メディアガイダンスアプリケーションは、例えば、ユーザ機器装置上に実現されるスタ
ンドアロン型のアプリケーションにすることができる。他の実施形態では、メディアガイ
ダンスアプリケーションは、クライアントがユーザ機器装置上に存在する場合のみ、クラ
イアント－サーバアプリケーションにすることができる。例えば、メディアガイダンスア
プリケーションは、部分的にユーザ機器装置３００の制御回路３０４上のクライアントア
プリケーションとして、および、部分的にリモートサーバ上にサーバアプリケーションと
して（例えば、メディアガイダンスデータソース４１８）実現することができる。ガイダ
ンスアプリケーション表示は、メディアガイダンスデータソース４１８によって生成され
て、ユーザ機器装置に送信することができる。メディアガイダンスデータソース４１８は
、ユーザ機器上に、保存のためにデータを送信することもでき、次に、ユーザ機器は、制
御回路によって処理される命令に基づいて、ガイダンスアプリケーション表示を生成する
。
【００４３】
　データベース４１７は、メディアガイダンスアプリケーションの機能を記憶するために
使用することができる。一部の実施形態においては、データベース４１７は、個人化され
たユーザインターフェイスを形成するように組み合わせるコンポーネントを含むことがで
きる。例えば、データベース４１７は、モジュール、スキン、レイアウト、および、メデ
ィアガイダンス情報の表示を規定する規則のライブラリを含むことができる。データベー
ス４１７は、一連の一般的なユーザ選好とそれぞれ関連する既存のするインターフェイス
のライブラリも含むことができる（例えば、一般的な個人化されたインターフェイス）。
データベース４１７は、各モジュールに表示されるメディアを規定する規則のライブラリ
を含むことができる（例えば、推奨モジュールに表示されるコンテンツに関する規則）。
双方向メディアガイダンスアプリケーションは、特定のユーザに対して表示するために、
データベース４１７から、個人化されたユーザインターフェイスのコンポーネントまたは
全体を受信することができる。
【００４４】
　一部の実施形態においては、データベース４１７は、双方向メディアガイダンスアプリ
ケーションによって提供されるユーザ選好情報を記憶することができる（例えば、ユーザ
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対話のモニタに基づいて、または、ユーザ指定の選好から）。データベース４１７は、特
定のモジュール、スキン、レイアウトおよび規則と、ユーザ選好との関連も記憶すること
ができる。例えば、データベース４１７は、各列に固有の識別子、ユーザ選好、ユーザ選
好に関連するモジュール、レイアウトおよび規則を含む、テーブルを含むことができる。
データベース４１７は、ユーザ選好と個人化されたインターフェイスとの関連も記憶する
ことができる。例えば、データベース４１７は、各列が固有の識別子、ユーザ選好、およ
び個人化されたインターフェイスの識別子を含む、テーブルを含むことができる。個人化
されたインターフェイスは、ユーザによって作成され、双方向メディアガイダンスアプリ
ケーションによってデータベース４１７に記憶された、既存のライブラリまたはインター
フェイスから取得された一般的なインターフェイスにすることができる。
【００４５】
　メディアガイダンスシステム４００は、いくつかの手法、またはネットワーク構成を例
示することを目的としており、これによって、ユーザ機器装置およびメディアコンテンツ
やガイダンスデータのソースは、メディアにアクセスして、メディアガイダンスを提供す
ることを目的として相互に通信することができる。本発明は、これらの手法の１つまたは
サブセットで、あるいは、メディアを配送およびメディアガイダンスを提供するための他
の手法を採用するシステムにおいて、適用することができる。以下の３つの手法は、図４
の一般化された例の特定の例示を提供する。
【００４６】
　１つの手法では、ユーザ機器装置は、ホームネットワーク内で相互に通信することがで
きる。ユーザ機器装置は、上記に説明した短距離のポイントツーポイント通信技法を経由
して、ホームネットワーク上に提供されたハブまたはその他の類似のデバイスを介して間
接的な経路を経由して、または、通信ネットワーク４１４を経由して、互いに直接的に通
信する可能性がある。単一の家庭の複数の個人のそれぞれは、ホームネットワーク上の異
なるユーザ機器装置を操作することができる。この結果、多様なメディアガイダンス情報
または設定は、異なるユーザ機器装置間を通信することが望ましい場合がある。例えば、
ユーザにとっては、２００５年７月１１日付のＥｌｌｉｓらの米国特許出願第１１／１７
９，４１０に詳細が説明されているように、ホームネットワーク内の異なるユーザ機器上
で、一定のメディアガイダンスアプリケーション設定を維持することが望ましい場合があ
る。ホームネットワークの異種のユーザ機器装置は、また、メディアコンテンツを送信す
るように相互にも通信できる。例えば、ユーザは、メディアコンテンツを、ユーザコンピ
ュータ機器から、携帯用ビデオプレーヤーまたは携帯用音楽プレーヤーに送信することが
できる。
【００４７】
　第２の手法では、ユーザは、複数のタイプのユーザ機器を持つことができ、これによっ
て、メディアコンテンツにアクセスしてメディアガイダンスを取得する。例えば、一部の
ユーザは、家庭内およびモバイルデバイスによってアクセスする、ホームネットワークを
持つことができる。ユーザは、リモートデバイス上に実現されたメディアガイダンスアプ
リケーションを経由して、家庭内デバイスを制御することができる。例えば、ユーザは、
職場のパーソナルコンピュータ、または、ＰＤＡまたはウェブ対応モバイル電話などのモ
バイルデバイスを経由して、ウェブサイト上のオンラインメディアガイダンスアプリケー
ションにアクセスすることができる。ユーザは、オンラインガイダンスアプリケーション
上の多様な設定を設定して（例えば、録画、リマインダ、その他の設定）ユーザの家庭内
機器を制御することができる。オンラインガイドは、ユーザの機器を直接、または、ユー
ザの家庭内機器上のメディアガイダンスアプリケーションによって通信することにより、
制御することができる。ユーザ機器装置が互いに離れた場所にある、ユーザ機器装置の通
信のための多様なシステムおよび方法は、例えば、２００４年８月２６日付のＥｌｌｉｓ
らの米国特許申請第１０／９２７，８１４に説明されており、全体を参照することによっ
てここに組み込む。
【００４８】
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　第３の手法では、家庭の内外のユーザ機器装置のユーザは、メディアガイダンスアプリ
ケーションを使用して、メディアコンテンツソース４１６と直接通信して、メディアコン
テンツにアクセスすることが可能である。具体的には、家庭内では、ユーザ用テレビ機器
４０４およびユーザ用コンピュータ機器４０６のユーザは、メディアガイダンスアプリケ
ーションにアクセスして、望ましいメディアコンテンツ間をナビゲートおよび検索するこ
とができる。ユーザは、また、ワイヤレスユーザ通信デバイス４０６を使用して、家庭外
のメディアガイダンスアプリケーションにアクセスして、望ましいメディアコンテンツ間
をナビゲートおよび検索することもできる。
【００４９】
　メディアコンテンツの説明は、ビデオコンテンツを中心としているが、メディアガイダ
ンスの原則は、音楽や画像等、その他のタイプのメディアコンテンツに適用することが可
能であることが理解される。
【００５０】
　一部の実施形態においては、ユーザが双方向メディアガイダンスアプリケーションにア
クセスすると、双方向メディアガイダンスアプリケーションはデフォルトのインターフェ
イスを表示することができる。デフォルトのインターフェイスは、最初は、その家庭のす
べてのユーザで同じにすることができる。図５は、例示的な最初の双方向メディアガイダ
ンスアプリケーションのインターフェイス５００を示しているが、ユーザが双方向メディ
アガイダンスアプリケーションにアクセスすると表示することができる。
【００５１】
　インターフェイス５００は、ビデオウィンドウ５０２、ナビゲーションバー５０４、お
よびモジュール５１０、５２０および５３０を含む。ここで使用される、モジュールとい
う用語は、メディアガイダンス情報を表示するためのウィンドウを意味しており、双方向
メディアガイダンスアプリケーション画面上に複数のウィンドウを同時に表示することが
できる。インターフェイス５００のバックグラウンドは、スキン５０７である。図５の例
示的インターフェイスでは、スキンは、メディアガイダンスプロバイダによって作成され
たデザインである。インターフェイス５００は、日時５０８および広告５０９を含む。ナ
ビゲーションバー５０４は、ユーザが利用可能な双方向メディアガイダンスアプリケーシ
ョンメニューまたは機能にアクセスするために選択可能なオプション５０５を含む。イン
ターフェイス５００は、タイトル５０６の、現在アクセスしたメニュー、モードまたは機
能を識別する。
【００５２】
　インターフェイス５００のモジュール５１０は推奨モジュールである。モジュール５２
０は、双方向メディアガイダンスアプリケーションがユーザに推奨するメディアの一覧５
１１（例えば、テレビ番組）を含む。一覧５１１は、タイトル、チャンネル、時間、画像
またはビデオ、またはその他任意の適切な情報を含むことができる。ユーザは、ハイライ
ト領域５１８を使用して一覧を選択することができる。一覧５１１は任意の適切な方式で
体系化することができる。例示的なインターフェイス５００に示された例では、モジュー
ル５２０は、現在配信されている番組に対する推奨（「配信中」一覧５１２）、次の番組
に対する推奨（「次に配信」一覧５１４）、およびその後の番組に対する推奨（「後に配
信」一覧５１６）を含む。一部の実施形態においては、ユーザがコンテンツに関連する一
覧をハイライトまたは選択すると、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ビデ
オウィンドウ５０２に現在配信されているコンテンツまたはコンテンツのビデオクリップ
または静止画像を表示することができる。
【００５３】
　双方向メディアガイダンスアプリケーションは、任意の適切な手法で、モジュール５１
０に表示された推奨コンテンツを選択することができる。例えば、双方向メディアガイダ
ンスアプリケーションは、好ましいプロバイダによって提供されるコンテンツを推奨する
ことができる。別の例では、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、他のユーザ
に最も人気がある、最も視聴された、または最も録画されたコンテンツを推奨することが
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できる（例えば、ニールセンの評価に基づく）。
【００５４】
　ユーザは、モジュール５１０を選択してガイドモードにアクセスすることができる。モ
ジュールのユーザ選択に応答して、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、イン
ターフェイス５００を終了して、ガイドモード（非表示）に入ることができる。ユーザが
ガイドモードに入ると、ナビゲーションバー５０４の上のタイトル５０６は、双方向メデ
ィアガイダンスアプリケーションの現在のモードがガイドモードであることを示すことが
できる。ユーザは、また、ナビゲーションバー５０４上の適切なオプションを選択するこ
とによって、ガイドモードにアクセスすることもできる。
【００５５】
　インターフェイス５００のモジュール５２０はオンデマンドモジュールである。モジュ
ール５２０は、ユーザが視聴できるオンデマンドメディアの一覧５２１を含む。一覧５２
１は、タイトル、画像またはビデオ、またはその他任意の適切な情報を含むことができる
。モジュール５２０に表示された一覧は、最もリクエストされたオンデマンドコンテンツ
（例えば、最も購入されたコンテンツ）、指定のカテゴリまたはテーマのコンテンツ（例
えばアクション映画）、または、その他任意の適切なサブセットのオンデマンドコンテン
ツに対応することができる。一部の実施形態においては、ユーザは、モジュール５２０の
一覧５２１をスクロールすることができる。一部の実施形態においては、双方向メディア
ガイダンスアプリケーションは、ユーザがコンテンツに関連する一覧をハイライトまたは
選択すると、ビデオウィンドウ５０２に、オンデマンドコンテンツ、または、オンデマン
ドコンテンツのビデオクリップを表示することができる。
【００５６】
　ユーザは、モジュール５２０を選択してオンデマンドモードにアクセスすることができ
る。モジュールのユーザ選択に応答して、双方向メディアガイダンスアプリケーションは
、インターフェイス５００を終了して、オンデマンドモード（非表示）に入ることができ
る。ユーザがオンデマンドモードに入ると、ナビゲーションバー５０４の上のタイトル５
０６は、双方向メディアガイダンスアプリケーションの現在のモードはオンデマンドモー
ドであることを示すことができる。ユーザは、また、ナビゲーションバー５０４上の適切
なオプションを選択することによって、オンデマンドモードにアクセスすることもできる
。
【００５７】
　インターフェイス５００のモジュール５３０は、録画番組とＶＯＤモジュールである。
モジュール５３０は、ユーザが視聴できる録画コンテンツの一覧５３１を含む。一覧５３
１は、タイトル、画像またはビデオ、またはその他任意の適切な情報を含むことができる
。モジュール５３０に表示された一覧は、最も高い評価の録画コンテンツ（例えば、高い
優先評価で録画）、指定のカテゴリまたはテーマのコンテンツ（例えばアクション映画）
、またはその他任意の適切なサブセットの録画コンテンツに対応することができる。一部
の実施形態においては、ユーザは、モジュール５３０の一覧５３１をスクロールすること
ができる。一部の実施形態においては、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、
ユーザがコンテンツに関連する一覧をハイライトまたは選択すると、ビデオウィンドウ５
０２に、録画コンテンツ、または、録画コンテンツのビデオクリップを表示することがで
きる。
【００５８】
　ユーザは、モジュール５３０を選択して録画番組モードにアクセスすることができる。
モジュールのユーザ選択に応答して、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、イ
ンターフェイス５００を終了して、録画番組モード（非表示）に入ることができる。ユー
ザが録画番組モードに入ると、ナビゲーションバー５０４の上のタイトル５０６は、双方
向メディアガイダンスアプリケーションの現在のモードが録画番組モードであることを示
すことができる。また、ユーザは、ナビゲーションバー５０４上の適切なオプションを選
択することによって、録画番組モードにアクセスすることもできる。
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【００５９】
　インターフェイス５００は例示に過ぎない。他の任意のモジュールをインターフェイス
に含めることができること、および他の任意のタイプのコンテンツを表示できることが理
解されるであろう。さらに、画面上のモジュールおよびコンテンツの場所は例示に過ぎな
いこと、およびモジュールの他の任意の適切なレイアウトを使用できることが理解される
であろう。一連のモジュール、モジュールの構成およびモジュールのレイアウトの組み合
わせは、ここでは、構成と呼ばれ、この構成に双方向メディアガイダンスアプリケーショ
ン情報またはコンテンツが表示される。ここで使用される、レイアウトという用語は、モ
ジュールメディアガイダンス情報、および双方向メディアガイダンスアプリケーション画
面上に表示される他の要素の視覚的配向を意味する。レイアウトは、例えば、任意の適切
な原点（例えば画面の左隅）を用いるｘおよびｙ座標の使用を含めて、任意の適切な方式
で定義することができる。また、レイアウトは、モジュールに表示されるメディアガイダ
ンス情報の順に並んだ一覧を使用して定義することもできる。
【００６０】
　コンテンツプロバイダの増加、および提供されるコンテンツのタイプの増加に伴い、す
べてのユーザに単一のインターフェイスを提供しても、各ユーザの双方向メディアガイダ
ンスアプリケーション体験を最適化しないことが明確になっている。各ユーザは異なる関
心を持ち得るため、ユーザが双方向メディアガイダンスアプリケーションにアクセスする
とき、各ユーザのために、ユーザの関心対象に対応するユーザ特定のインターフェイスを
表示することが望ましい。ユーザ特定のインターフェイスは、モジュール、コンテンツ、
スキンまたは、インターフェイスに表示することができる他の任意の機能またはコンテン
ツを含むことができる。図６および７は、例示的な個人化されたインターフェイスを示す
。
【００６１】
　図６は、例示的な個人化された双方向メディアガイダンスアプリケーションインターフ
ェイス６００を示す（例えば、ボブ用に個人化されている）。インターフェイス６００は
、ナビゲーションバー６０４および広告６０９を含む。インターフェイス６００のモジュ
ールは、スキン６０７上に表示される。図６に示された例では、スキン６０７は青とグレ
ーのカラースキームであるが、その他任意のスキンをインターフェイス６００に使用する
ことができる。例えば、ユーザは、異なるカラースキーム、または、スキンとして１つ以
上の画像を選択することができる（例えば、ニューヨークヤンキースのファンには、ヤン
キースのロゴ）。
【００６２】
　インターフェイス６００は、モジュール６１０、６２０および６３０を含む。モジュー
ル６１０は、お気に入りモジュールである。モジュール６１０は、各ユーザのお気に入り
のチャンネルの一覧を含む（例えば、ボブのお気に入りのチャンネル）。ユーザは、一覧
を選択して、全画面で一覧に関連するチャンネルを見ることができる。
【００６３】
　モジュール６２０はオンデマンドモジュールである。モジュール６２０は、オンデマン
ドで視聴可能なアクション映画の一覧を含む。ユーザは、さらなるアクション映画を見る
ためにオンデマンド映画の一覧をスクロールすることができる。ユーザは、一覧に関連す
るアクション映画を見るために一覧を選択することができる。
【００６４】
　モジュール６３０は録画番組モジュールである。モジュール６３０は、録画済みで、ユ
ーザが視聴可能な番組の一覧を含む。録画番組は、ローカルの録画デバイス（例えばロー
カルのＤＶＲ）、またはネットワークの録画デバイスによって録画され得る。ユーザは、
さらに一覧を見るために、録画番組の一覧をスクロールすることができる。ユーザは、関
連する一覧を選択することによって、録画された番組を再生することができる。
【００６５】
　モジュール６４０は、ウォッチリストモジュールである。モジュール５４０は、ユーザ
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が定期的に視聴または録画する映画、芸能人またはその他のコンテンツの一覧を含む。ウ
ォッチリストのコンテンツは、ユーザが関心を持っているコンテンツである。一覧は、番
組または映画のタイトル、芸能人の名前、番組の放送時間やチャンネル、オンデマンドで
視聴可能な番組の場合はオンデマンド情報、芸能人が出演している番組または映画のタイ
トル、またはその他任意の適切な情報を含むことができる。ユーザは、さらに関心対象の
コンテンツを見るために、ウォッチリストをスクロールすることができる。
【００６６】
　モジュール６５０はユーザ評価モジュールである。モジュール６５０は、最も人気のあ
る番組、映画、芸能人またはその他のコンテンツ、およびユーザ評価の指標の一覧を含む
。評価は、双方向メディアガイダンスアプリケーション（例えば、ウェブベースの双方向
メディアガイダンスアプリケーション）の複数のユーザから収集された個別評価から得る
ことができる。評価は、まとめられて、最も人気のある番組がモジュール６５０に一覧表
示することができる。モジュールの一覧は、タイトル、放送日時、チャンネル、画像また
はビデオクリップまたはその他任意の適切な情報を含むことができる。一部の実施形態に
おいては、ユーザは、番組の評価を提供するために一覧を選択することができる。ユーザ
は、さらに評価を見るために一覧をスクロールすることができる。一部の実施形態におい
ては、ユーザは、一覧を選択して、一覧に関連する番組を視聴、または録画を設定、また
は、番組についてその他任意の適切な操作を実施することができる。
【００６７】
　一部の実施形態においては、ユーザは、各モジュールの大きさ、およびモジュールのカ
ラースキームを決定または修正できる。一部の実施形態においては、ユーザは、表示する
モジュール、および／またはインターフェイスのモジュールのレイアウトを選択すること
ができる。ユーザは、また、多様なモジュールで表示されるコンテンツを指定する規則を
変更することもできる。例えば、ユーザは、コメディだけをオンデマンドモジュールで表
示されるように、およびスポーツ番組だけが録画番組モジュールで表示されるように指定
することができる。
【００６８】
　図７は、別の例示的な個人化された双方向メディアガイダンスアプリケーションインタ
ーフェイスを示す。インターフェイス７００は、子供向けの例示的なインターフェイスで
ある。インターフェイス７００は、ビデオウィンドウ７０２、ナビゲーションバー７０４
、および広告７０９を含む。スキン７０７は、インターフェイス７００のバックグラウン
ドを提供する。図７に示された例では、スキン７００は、メディアプロバイダによって提
供されたデフォルトのスキンである。しかしながら、インターフェイス７００は、例えば
、スポンジ・ボブのスキンのような、他の任意のスキンを含むことができる（例えば、「
Ｓｐｏｎｇｅ　Ｂｏｂ　Ｓｑｕａｒｅ　Ｐａｎｔｓ」に対する子供の興味に基づく）。
【００６９】
　インターフェイス７００は、モジュール７１０、７２０および７３０を含む。モジュー
ル７１０は、推奨モジュールである。推奨モジュール７１０の一覧によって識別される番
組は、すべて、子供向け、または少なくとも子供に適切な番組である（例えば、「Ｔｏｍ
　ａｎｄ　Ｊｅｒｒｙ」、「Ｆｕｌｌ　Ｈｏｕｓｅ」、および「Ｉｃｅ　Ａｇｅ」）．　
デフォルトインターフェイス５００（図４）のモジュール５１０と同様に、双方向メディ
アガイダンスアプリケーションを使用する子供は、モジュール７１０から一覧を選択して
、現在放送されている番組にアクセスまたは録画を設定することができる。
【００７０】
　モジュール７２０はオンデマンドモジュールである。モジュール７２０は、子供向けま
たは少なくとも子供に適切なオンデマンドコンテンツの一覧を含む。一部の実施形態にお
いては、コンテンツは、子供の関心対象であり得る（例えば、「Ｗａｌｌａｃｅ　ａｎｄ
　Ｇｒｏｍｉｔ」は、クレイメーション映画に対する関心に対応する）。図７に示された
例では、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、いくつかのＧ評価の映画（例え
ば「Ｚａｔｈｕｒａ」、「Ｙｏｕｒｓ、ｍｉｎｅ　ａｎｄ　ｏｕｒｓ」および「Ｊｉｍｍ
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ｙ　Ｎｅｕｔｒｏｎ」）、または、視聴対象として子供向けに作成された映画（例えば、
「Ｈａｒｒｙ　Ｐｏｔｔｅｒ」）を選択している。双方向メディアガイダンスアプリケー
ションは、例えば、ＭＰＡＡ評価に基づいて番組を選択する等、任意の適切な方式でモジ
ュール７２０にどのコンテンツを一覧表示するかを決定することができる。
【００７１】
　モジュール７３０は録画番組モジュールである。モジュール７３０は、ユーザが視聴可
能な録画番組の一覧を含む。録画番組は、任意のユーザにより（例えば、家庭の別のユー
ザがローカルＤＶＲ上で番組を録画）、ローカルに録画（例えばローカルＤＶＲで）また
はリモートで（例えばネットワークサーバ上で）録画済みであり得る。モジュール７３０
に一覧表示される録画番組は、子供向けまたは少なくとも子供に適切な番組でありことが
できる（例えば「Ｓｐｏｎｇｅ　Ｂｏｂ」）。
【００７２】
　インターフェイス７００を使用する子供は、インターフェイスを個人化するために、任
意の適切な方式でインターフェイスを変更することができる。例えば、子供はインターフ
ェイスのスキンを変更、他のモジュールを選択、選択したモジュールのレイアウトを変更
、または、その他任意の適切な変更をインターフェイスに実施することができる。
【００７３】
　双方向メディアガイダンスアプリケーションは、任意の適切な方式で個人化されたイン
ターフェイスを作成することができる。一部の実施形態においては、双方向メディアガイ
ダンスアプリケーションは、各ユーザに個人化されたインターフェイスを作成するように
促すことができる。図８は、個人化されたインターフェイスまたはホームページを作成す
るための例示的画面８００を示す。画面８００は、スキンを選択するための表示領域８１
０、およびモジュールを選択するための表示領域８２０を含む。表示領域８１０は、ユー
ザが個人化されたインターフェイスに選択できるスキンの一覧８１２を含む。一覧８１２
はスキンの画像を含む。一覧は、例えば、タイトル、作者、カラースキームまたはスキン
を説明するためのその他任意の適切な情報等、その他任意の適切な情報を含むことができ
る。ユーザは、さらなるスキンを見るために一覧８１２をスクロールすることができる。
ユーザは、ハイライト領域８１５を使用してスキンを選択することができる。
【００７４】
　ユーザは、メニュー８１４を使用してスキンをナビゲートできる。メニュー８１４は、
スキンのカテゴリに対応する複数のオプションを含む。ユーザのカテゴリ選択に対応して
、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、一覧８１２に表示されるスキンを、選
択されたカテゴリに関連するスキンに限定することができる。メニュー８１４に一覧表示
されるカテゴリは、人気、すべて、スポーツ、車、子供、および芸能を含む。しかしなが
ら、その他任意の適切なカテゴリをメニュー８１４に使用することができることを理解さ
れたい。双方向メディアガイダンスアプリケーションは、特定のカテゴリが選択されたこ
とをマーキング８１６によって示すことができる。図８の例では、マーキング８１６は下
線である。マーキング８１６は、例えば、異なるフォント、フォントサイズ、フォントカ
ラー、ハイライト、太字またはその他任意の適切なマーキング等、その他任意の適切なマ
ーキングにすることができる。
【００７５】
　表示領域８２０は、個人化されたインターフェイスまたはホームページを追加するため
にユーザが選択することができるモジュールの一覧８２２を含む。一覧は、画像（例えば
、画面印刷）、ロゴ、タイトル、追加情報へのリンク（例えば、ハイパーリンク８２３）
、またはその他任意の適切な情報を含む。ユーザは、「追加」オプション８３０を選択す
ることによって、個人化されたインターフェイスのモジュールを選択することができる。
ユーザが「追加」オプション８３０を選択すると、双方向メディアガイダンスアプリケー
ションは、指標８３２を表示して、ユーザにモジュールが個人化されたインターフェイス
に追加されたことを通知することができる。例えば、図８の指標８３２は、推奨モジュー
ルがユーザの個人化されたインターフェイスに追加されたことを示している。
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【００７６】
　表示領域８２０は、モジュールのカテゴリのメニュー８２４を含む。ユーザのメニュー
８２４内カテゴリ選択に対応して、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、表示
領域８２０に表示されるモジュールを、選択されたカテゴリに関連するモジュールに限定
することができる。図８のメニュー８２４に一覧表示されたカテゴリは、人気、テレビ、
録画、ニュース、スポーツおよびテクノロジである。しかしながら、その他任意の適切な
カテゴリをメニュー８２４に使用することができることを理解されたい。双方向メディア
ガイダンスアプリケーションは、特定のカテゴリが選択されたことをマーキング８２６に
よって示すことができる。図８の例では、マーキング８２６は下線である（例えば、人気
が選択されたことを示す）。マーキング８２６は、例えば、異なるフォント、フォントサ
イズ、フォントカラー、ハイライト、太字またはその他任意の適切なマーキング等、その
他任意の適切なマーキングにすることができる。
【００７７】
　一部の実施形態においては、１つ以上のモジュールは、ユーザが設定することができる
。例えば、ユーザは、お気に入りモジュールを設定して、お気に入りモジュールに対して
モジュールがどのコンテンツを特定すべきかに基づいて、関心対象を指定することができ
る。別の例では、ユーザは、録画コンテンツモジュールまたはオンデマンドモジュールを
設定して、録画コンテンツおよびオンデマンドモジュールに表示するコンテンツのタイプ
を指定することができる（例えば、アクション映画、または、Ｊａｍｉｅ　Ｆｏｘｘが出
演しているコンテンツのみ）。図９は、モジュールを設定するための例示的な画面９００
を示す。
【００７８】
　例示的な画面９００は、推奨モジュールを設定するための画面を表示する。しかしなが
ら、他の任意の適切なモジュールは、画面９００に類似し得る、関連した構成画面を有す
ることができることを理解する。画面９００は、ユーザの関心対象コンテンツを選択する
ための表示領域９１０を含む。表示領域９１０は、双方向メディアガイダンスアプリケー
ションが推奨モジュールの更新に使用する、関心対象を指定するようにユーザが選択する
ことができるコンテンツの一覧９１２を含む。画面９００の例では、一覧９１２はタイト
ルと画像を含む。他の実施形態では、一覧９１２は、ビデオクリップ、放送チャンネルお
よび時間、あらすじ、またはその他任意の適切な情報をさらに含むことも、あるいは代わ
りに含むことができる。ユーザは、一覧に関連する番組の追加情報にアクセスするために
、一覧のタイトル９１６を選択することができる（例えば、番組ページ内、またはポップ
アップウィンドウ内）。ユーザは、さらなるコンテンツを見るために一覧をスクロールす
ることができる。
【００７９】
　ユーザは、ハイライト領域９１５を使用して一覧を選択することができる。ユーザが一
覧を選択すると、双方向メディアガイダンスアプリケーションは一覧をマーキングして、
一覧に関連する番組またはコンテンツがモジュールに選択されたことをユーザに知らせる
ことができる。例えば、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、タイトルのフォ
ントを変更、タイトルの色を変更、タイトルの大きさを変更、画像の周囲にボーダーを設
定、または、その他任意の適切な方式で一覧を変更して、ユーザの選択を示すことができ
る。図９の例では、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、タイトルの色を変更
して、フォントを太字かたイタリック体に変更ている（例えば、タイトル９１６からタイ
トル９１７まで）。
【００８０】
　画面９００は、ユーザがモジュール設定の一部として指定できる情報のカテゴリのメニ
ュー９２０を含む。ユーザは、カテゴリの一覧９２０から選択して、表示領域９１０でカ
テゴリに関連するオプションの一覧を見ることができる。メニュー９２０は、任意の適切
なカテゴリ、および任意の適切な数のカテゴリを含むことができる。図９の例では、例示
的なカテゴリは、評価、ジャンル、番組、キャラクター、芸能人、キーワード、子供を含
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む。一部の実施形態においては、ユーザは、キーワードカテゴリに１つ以上のキーワード
を入力するように促され得る。キーワードの受信に応答して、双方向メディアガイダンス
アプリケーションは、コンテンツソースによって提供されるコンテンツを検索（例えば、
図４のコンテンツソース４１６）、およびキーワード（例えば、キーワードは番組詳細ま
たはメタタグで使用されている）に関するコンテンツを特定することができる。しかしな
がら、その他任意の適切なカテゴリを使用できることを理解されたい。
【００８１】
　双方向メディアガイダンスアプリケーションは、マーキング９２４によって特定のカテ
ゴリが選択されたことを示すことができる。図９の例では、マーキング９２４は下線であ
る（例えば、「番組」が選択されたことを示す）。マーキング９２４は、例えば、異なる
フォント、フォントサイズ、フォントカラー、ハイライト、太字またはその他任意の適切
なマーキング等、その他任意の適切なマーキングにすることができる。ユーザがモジュー
ルの設定を終了すると、ユーザは、「戻る」オプション９３０を使用することによって、
以前の双方向メディアガイダンスアプリケーションページ（例えば、画面８００、図８）
に戻ることができる。
【００８２】
　ユーザが、画面８００（図８）でモジュールおよびスキンの選択を終了すると、ユーザ
はオプション８３０を選択して、個人化されたインターフェイスを生成することができる
。図１０は、オプション８３０の選択に応答して生成された例示的な個人化されたインタ
ーフェイス１０００を示す。インターフェイス１０００はナビゲーションバー１００４お
よび広告１００９を含む。インターフェイス１０００は、スポンジ・ボブのスキン１００
７上に構築される（例えば、一覧８１２、図８から選択されたスキン）。
【００８３】
　インターフェイス１０００は、モジュール１００８、１０１０、１０２０および１０３
０を含む。モジュール１００８は、日時モジュールである。モジュール１０１０は推奨モ
ジュールである。モジュール１０２０は天候モジュールである。モジュール１０３０は録
画番組モジュールである。インターフェイス１０００を使用して、ユーザはモジュールの
レイアウトを変更することができる。例えば、ユーザはモジュールを選択して、モジュー
ルをインターフェイス１０００の異なる位置に移動することができる。図１０に示された
例では、ユーザは、天候モジュール１０２０を選択して、モジュール１０２０を位置１０
２２から位置１０２４に移動している。位置１０２２および１０２４は、ユーザがモジュ
ールを移動すると表示される外枠によって、ユーザに対して特定することができる。一部
の実施形態においては、ユーザがモジュールを移動すると、他のモジュールが、自動的に
位置を変え、移動するモジュールのために場所を作る（例えば、モジュール１０３０は、
モジュール１０２０が位置１０２４に移動すると、下に移動する）。一部の実施形態にお
いては、ユーザまたは双方向メディアガイダンスアプリケーションは、場所に収まるよう
に、１つ以上のモジュールのサイズを変更することができる。
【００８４】
　ユーザがモジュールを望む位置に移動すると、ユーザは、オプション１０４０を選択す
ることによって、双方向メディアガイダンスアプリケーションに、個人化されたインター
フェイスを最終化するように指示することができる。ユーザのオプション１０４０の選択
に応答して、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザが双方向メディアガ
イダンスアプリケーションにアクセスするとき、表示される個人化されたインターフェイ
スを保存することができる。一部の実施形態においては、ユーザは、既存の個人化された
インターフェイスを変更するために、いつでも画面８００、９００および１０００（図８
～１０）に戻ることができる。
【００８５】
　一部の実施形態においては、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、各ユーザ
に対して個人化されたインターフェイスを自動的に作成または選択することができる。個
人化されたインターフェイスが、ユーザの関心対象を反映することを確実にするため、双
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方向メディアガイダンスアプリケーションは、各ユーザの視聴傾向および各ユーザの双方
向メディアガイダンスアプリケーションとの対話をモニタすることができる。次に、双方
向メディアガイダンスアプリケーションは、モニタされた傾向から、各ユーザの関心対象
を推論する。モニタされた対話からユーザを特定することは常に可能ではない可能性があ
るため、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、その代わりに、モニタされた対
話から、一連のユーザの選好を特定することができる。双方向メディアガイダンスアプリ
ケーションは、任意の適切なアルゴリズムまたはスキームを使用して（例えば、境界検出
型のアルゴリズムまたは関連性ルール）、どのユーザ対話が特定の一連のユーザ選好に関
連するかを判定することができる。以下の検討は、特定のユーザにおける特徴を説明し得
るが、この特徴は、特定のユーザに関連しない一連のユーザ選好によって実現することも
できることを理解する。
【００８６】
　特定された関心対象を使用して、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、各ユ
ーザに対して個人化されたインターフェイスを作成または選択することができる。例えば
、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザの関心対象に基づいて、インタ
ーフェイスのコンポーネント（例えば、スキンおよびモジュール）を選択することによっ
て、個人化されたインターフェイスを作成することができる。双方向メディアガイダンス
アプリケーションは、境界検出型アルゴリズム、関連性ルール、またはその他任意の適切
なアルゴリズムを使用して、特定のユーザの選好に対してコンポーネントを選択すること
ができる。一部の実施形態においては、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、
データベース４１７に記憶されたテーブルを使用してコンポーネントを選択する（図４）
。例えば、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザが「Ｓｐｏｎｇｅ　Ｂ
ｏｂ」やその他のアニメが好きな子供で、子供が野球観戦を好きであると判定すると、双
方向メディアガイダンスアプリケーションは、スポンジ・ボブのスキン、推奨モジュール
、録画番組モジュール、およびスポーツニュースモジュールを、データベース４１７にあ
るモジュールやスキンから選択することができる。双方向メディアガイダンスアプリケー
ションは、データベース４１７から適切な規則を選択することによって、モジュールを構
成して、アニメや野球に関する情報を表示することができる（例えば、アニメや野球の試
合を推奨、録画したアニメを再生、および野球の試合結果などを表示）。双方向メディア
ガイダンスアプリケーションは、例えば、モジュールの最適な表示に基づいて、など任意
の適切な手法でモジュールをレイアウトして、特定のモジュールを強調（例えば、推奨モ
ジュール）、スキンに最も関係する、またはその他任意の適切な方式で表示することがで
きる。双方向メディアガイダンスアプリケーションは、データベース４１７に記憶された
レイアウトのライブラリから、レイアウトを選択できる。一部の実施形態においては、ユ
ーザは、双方向メディアガイダンスアプリケーションによって作成された個人化されたイ
ンターフェイスを変更することができる。
【００８７】
　別の例としては、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、特定されたユーザの
関心対象に基づいて、ユーザに対して既存の個人化されたインターフェイスを選択するこ
とができる。一部の実施形態においては、双方向メディアガイダンスアプリケーションは
、既存の個人化されたインターフェイスのライブラリ、または、データベース４１７に記
憶された個人化されたインターフェイスのテンプレートへアクセスすることができる。既
存の個人化されたインターフェイスまたはテンプレートの各々は、一連の関心対象に関連
し得る。双方向メディアガイダンスアプリケーション、メディアソースまたは運用者は、
境界検出型アルゴリズム、関連性ルール、またはその他任意の適切なアルゴリズムまたは
手法を使用して、既存の個人化されたインターフェイスまたはテンプレートを一連の関心
対象（例えば、一般的なユーザ選好）に関連させることができる。関連は、双方向メディ
アガイダンスアプリケーションが使用するために、データベース４１７に記憶することが
できる（例えば、テーブル内）。双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザ
の関心対象に最も類似する一連の関心対象を特定し、特定された一連の関心対象に関連す
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る既存の個人化されたインターフェイスまたはテンプレートを選択することができる。
【００８８】
　双方向メディアガイダンスアプリケーションは、適切な時に、いつでも、ユーザに個人
化されたインターフェイスを作成または選択できる。さらに、双方向メディアガイダンス
アプリケーションは、任意の適切な時に、既存の個人化されたインターフェイスを更新し
て、ユーザの傾向から特定された最新の関心対象を反映することができる。例えば、双方
向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザが双方向メディアガイダンスアプリケ
ーションにアクセスするたびに、新しい個人化されたインターフェイスを作成または選択
することができる。または、ユーザが双方向メディアガイダンスアプリケーションにアク
セスするたびに、既存の個人化されたインターフェイスを更新することができる。
【００８９】
　各ユーザの視聴体験を最適化するために、双方向メディアガイダンスアプリケーション
は、ユーザが双方向メディアガイダンスアプリケーションにアクセスすると、どのユーザ
がユーザ機器を使用しているかを判定して、そのユーザの個人化されたインターフェイス
を表示することができる。双方向メディアガイダンスアプリケーションは、任意の適切な
手法を使用して、どのユーザがユーザ機器を使用しているかを判定できる。一部の実施形
態においては、ユーザが双方向メディアガイダンスアプリケーションにアクセスしようと
すると、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザに、ユーザが自分自身を
特定するように問い合わせることができる（例えば、ポップアップウィンドウの質問によ
る）。一部の実施形態においては、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、どの
個人化されたインターフェイスを表示するかを自動的に判断することができる。
【００９０】
　どの個人化されたインターフェイスを表示するかを自動的に決定するために、双方向メ
ディアガイダンスアプリケーションは、まず、双方向メディアガイダンスアプリケーショ
ンのすべてのユーザの視聴傾向をモニタすることができる。例えば、双方向メディアガイ
ダンスアプリケーションは、ユーザ機器がオン、オフになるたび、どのコンテンツがアク
セスされたか（例えば、どのテレビ番組を視聴したか）、および、どの双方向メディアガ
イダンスアプリケーション機能が表示されたかを記録するアプリケーションを含むことが
できる。例えば、制御回路３０４（図３）は、記憶装置３０８（図３）に、モニタされた
ユーザ対話を保存するように命令することができる。
【００９１】
　双方向メディアガイダンスアプリケーションがユーザの対話を記録すると、双方向メデ
ィアガイダンスアプリケーションは、対話から特定のユーザプロファイルを特定すること
ができる。例えば、双方向メディアガイダンスアプリケーションはアクセスされたコンテ
ンツに関連するメタデータ（例えば、ジャンル、タイトル、説明、俳優）、および表示さ
れた双方向メディアガイダンスアプリケーション機能に関連するメタデータ（例えば、選
択されたニュース情報、スポーツ結果、推奨プログラム）を使用することができる。より
具体的には、制御回路１０４は、記憶装置３０８に保存されたログを検索して、パターン
を識別するためにメタデータを分析することができる。双方向メディアガイダンスアプリ
ケーションが、記録されたパターンに基づいてユーザプロファイルを特定すると、双方向
メディアガイダンスアプリケーションは、プロファイルを、ユーザ機器がオンになった日
時と比較することができる（例えば、記憶装置３０８に保存されたログ情報に基づいて）
。次に、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、特定のユーザプロファイルを、
ユーザプロファイルに合うユーザがユーザ機器を使用した日時（例えば時間帯）に関連さ
せることができる（例えば、週日の午後２～３時を、アニメと関連させて、水曜日の２～
３時にアニメを視聴したユーザプロファイルに関連させる。例えば、制御回路３０４は、
時間帯およびユーザプロファイルとの関連を記憶装置１０８に記憶する。双方向メディア
ガイダンスアプリケーションは、ユーザ機器を使用しているユーザが誰であるかを知って
いる場合（例えば、双方向メディアガイダンスアプリケーションが設定されたとき、また
はユーザがプレミアム機能にアクセスしたときに自分を特定したユーザ）、双方向メディ
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アガイダンスアプリケーションは対応するユーザプロファイルをユーザに関連させること
ができる（例えば、ユーザプロファイルに関連する時間帯に、ユーザにユーザが「ジョン
」であるかどうかを尋ねる。そうであれば、双方向メディアガイダンスアプリケーション
はこのユーザプロファイルをユーザ「ジョン」に関連させることができる）。
【００９２】
　以下の例は、このプロセスを説明するために使用される。テレビの電源が毎日、午前７
～８：３０に入り、ユーザは、いくつかの朝のトークショーを視聴する。テレビの電源は
、次に、午後２～５時にもう一度入る。ユーザは、主に、午後２～３時にメロドラマを視
聴して、午後３～５時にアニメを視聴する。境界検出型アルゴリズムを使用すると（例え
ば、２つの番組がどの程度類似しているかを判定するために使用される）、双方向メディ
アガイダンスアプリケーションは、午後２～３時の視聴内容と、午後３～５時の視聴内容
には、ほとんど関連性がないと判定することができる。しかし、もう一度境界検出型アル
ゴリズムを使用すると、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、午前７～８：３
０時の視聴内容と２～３時の視聴内容が類似していて、同じプロファイル、例えばプロフ
ァイルＡに適合すると判定することができる。アニメを視聴するユーザのプロファイルは
プロファイルＢである。双方向メディアガイダンスアプリケーションは、さらに、モニタ
された対話から、週末には、テレビは、午前７～１０時に電源が入り、ユーザは主にアニ
メを視聴すると判断する。この視聴パターンは、プロファイルＢの視聴パターンと高い関
連性がある。このようにして、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、週末まで
に、このテレビを使用する２人の主なユーザプロファイルを特定した可能性がある。すな
わち、朝のトークショーが好きなプロファイルＡと、アニメが好きなプロファイルＢであ
る。
【００９３】
　双方向メディアガイダンスアプリケーションが１日を区分化して、少なくともいくつか
の時間帯をユーザに関連させると、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、この
区分を使用して、各時間帯にどの個人化されたインターフェイスを表示するかを判定する
ことができる。ユーザが双方向メディアガイダンスアプリケーションへのアクセスをリク
エストすると、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、まず、現在の時刻と、現
在の時間が入る時間帯を判定することができる。時間帯を使用して、双方向メディアガイ
ダンスアプリケーションは、時間帯に関連するユーザまたはユーザプロファイルを特定す
ることができる（例えば、制御回路３０４は、記憶装置３０８から、日時に関連するユー
ザまたはユーザプロファイルを読み込むことができる）。双方向メディアガイダンスアプ
リケーションが適切なユーザプロファイルまたはユーザを特定すると、双方向メディアガ
イダンスアプリケーションは、メモリから（例えば、制御回路３０４は記憶装置３０８か
ら読み込み）、ユーザまたはユーザプロファイルに関連する個人化されたインターフェイ
スを読み込んで、個人化されたインターフェイスを表示することができる。
【００９４】
　双方向メディアガイダンスアプリケーションが、現在の時刻をユーザまたはユーザプロ
ファイルに関連させていない場合、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、任意
の適切な双方向メディアガイダンスアプリケーションインターフェイスを表示することが
できる。例えば、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、前の時間帯に関連する
ユーザの個人化されたインターフェイス、次の時間帯に関連するユーザの個人化されたイ
ンターフェイス、またはデフォルトのインターフェイスを表示することができる。
【００９５】
　一部の実施形態においては、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、同じ区分
化をいくつかの週日に適用することができる（例えば、同じ区分化を月曜日から金曜日に
適用）。しかしながら、一部の実施形態においては、双方向メディアガイダンスアプリケ
ーションは、一部のユーザの予想外の非日常的な視聴パターンを予想を試みるため、毎日
別々に区分化する場合がある。例えば、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、
ユーザが、典型的には午後７時にあるヤンキースの試合を見逃さないと判定することがで
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きる。次に、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、毎晩の午後７～１０時を、
ユーザプロファイルに関連させる。双方向メディアガイダンスアプリケーションが、例え
ば、データソース４１８（図４）によって提供される双方向メディアガイダンスアプリケ
ーションデータから、木曜日にヤンキースが午後１～４時に試合をすると判断した場合、
双方向メディアガイダンスアプリケーションは、木曜日の午後１～４時をユーザに関連さ
せることができる。
【００９６】
　一部の実施形態においては、不正な個人化されたインターフェイスが表示された場合、
ユーザは、双方向メディアガイダンスアプリケーションを修正することができる。例えば
、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、午前９～１１時に、母に関連する個人
化されたインターフェイスを表示する場合がある。ある日、父が病気で家に居て、午前９
～１１時にテレビを見る場合、父は、双方向メディアガイダンスアプリケーションに母の
個人化されたインターフェイスを表示せず、代わりに、父の個人化されたインターフェイ
スを表示するように指示することができる。一部の実施形態においては、双方向メディア
ガイダンスアプリケーションは、父の使用は、一度限りのできごとで、父の視聴傾向の分
析には入れないと判定することができる。
【００９７】
　以下のフローチャートは、本発明の一部の実施形態において関するプロセスを説明する
ことが目的である。図１１は、双方向メディアガイダンスアプリケーションを使用して、
個人化されたインターフェイスを表示するための例示的プロセスのフローチャートである
。プロセス１１００はステップ１１０２で開始する。ステップ１１０４で、双方向メディ
アガイダンスアプリケーションは、第１の時間帯に関連する第１のユーザ選好を特定する
。例えば、制御回路３０４（図３）は、現在の時刻を識別して、記憶装置３０８（図３）
に記憶された関連から、現在の時刻に関連するユーザの選好を決定することができる。双
方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザ選好に関連するユーザがユーザ機器
を使用した時間に基づいて、ユーザ選好を時刻に関連させることができる（例えば、ユー
ザ選好を、それらのユーザ選好を持つユーザがテレビを視聴している時間に関連させる）
。ステップ１１０６で、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、第１のユーザ選
好に関連する対話メディアガイダンス情報を表示する。例えば、制御回路３０８は、第１
のユーザ選好に関連するメディアガイダンス情報を特定（例えば、境界検出アルゴリズム
または関連性ルールを使用）して、表示するための特定されたメディアガイダンス情報を
選択することができる。一部の実施形態においては、制御回路３０８は、データベース４
１７（図４）から、モジュール、レイアウト、または、メディアガイダンス情報を表示す
るために使用されるモジュールの規則または構成を読み込むことができる。データベース
４１７から受け取ったデータは、第１のユーザ選好に関連させることができる（例えば、
ユーザ選好をモジュール、レイアウトおよび規則に関連させるテーブルを使用して選択）
。表示されるメディアガイダンス情報は、データベース４１７から受け取ったしたモジュ
ールおよび規則から選択することができるので、モジュールと規則の第１のユーザ選好と
の関連によって、第１のユーザ選好に関連づけることができる。
【００９８】
　ステップ１１０８で、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、第２の時刻に関
連する第２のユーザ選好を特定する。例えば、制御回路３０４は、新しく現在の時刻を識
別して、記憶装置３０８（図３）に記憶された関連から、現在の時刻に関連するユーザの
選好を判定することができる。ステップ１１１０で、双方向メディアガイダンスアプリケ
ーションは、第２のユーザ選好に関連する対話メディアガイダンス情報を表示する。例え
ば、制御回路３０８は、第２のユーザ選好に関連するメディアガイダンス情報を特定（例
えば、境界検出アルゴリズムまたは関連性ルールを使用）して、表示する特定されたメデ
ィアガイダンス情報を選択することができる。一部の実施形態においては、制御回路３０
８は、データベース４１７（図４）から、モジュール、レイアウト、または、メディアガ
イダンス情報を表示するために使用されるモジュールのルールまたは構成を読み込むこと
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ができる。データベース４１７から受け取ったデータは、第２のユーザ選好に関連づける
ことができる（例えば、ユーザ選好をモジュール、レイアウトおよびルールに関連させる
テーブルを使用して選択）。表示されるメディアガイダンス情報は、データベース４１７
から受け取ったモジュールおよびルールから選択することができるので、モジュールとル
ールの第２のユーザ選好との関連によって、第２のユーザ選好に関連することができる。
次に、プロセス１１００はステップ１１１２で終了する。
【００９９】
　図１２は、個人的なインターフェイスを表示するための例示的プロセスのフローチャー
トである。プロセス１２００はステップ１２０２で開始する。ステップ１２０４で、双方
向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザのユーザ機器との対話をモニタする。
例えば、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザが視聴するテレビ番組ま
たはその他のコンテンツ、双方向メディアガイダンスアプリケーションにおけるユーザの
選択（例えば、ユーザが詳細情報をリクエストした番組）、ユーザが選択する双方向メデ
ィアガイダンスアプリケーションの機能（例えば、スポーツニュース機能）、または双方
向メディアガイダンスアプリケーションとのその他任意のユーザ対話をモニタすることが
できる。双方向メディアガイダンスアプリケーションは、また、ユーザがユーザ機器を使
用する時間をモニタすることもできる。ステップ１２０６で、双方向メディアガイダンス
アプリケーションは、モニタされた対話から、異なる一連のユーザを特定する。例えば、
双方向メディアガイダンスアプリケーションは、スポーツイベントに関する対話は、すべ
て第１のユーザに関連し、アニメに関する対話は、第２のユーザに関連し、昼間のメロド
ラマに関する対話は第３のユーザに関連すると、判定することができる。双方向メディア
ガイダンスアプリケーションは、同じユーザに関連することが可能であるように十分密接
に関連する対話を判定するために、任意の適切なアルゴリズムまたはプロセスを使用する
ことができる（例えば、スポーツイベントやアクション映画に関する対話を同じユーザに
関連させる）。
【０１００】
　ステップ１２０８で、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ステップ１２０
４でモニタされた対話に基づいて、ユーザの関心対象を判定する。例えば、双方向メディ
アガイダンスアプリケーションが、特定のユーザが「Ｓｐｏｎｇｅ　Ｂｏｂ」を視聴する
と判定する場合、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザはアニメ、およ
びその他の子供向けコンテンツに興味があると推論する。一部の実施形態においては、双
方向メディアガイダンスアプリケーションは、ステップ１２０６をスキップして、ユーザ
を特定する代わりに、一連のユーザの選好を特定することができる。次に、プロセス１２
００は、特定されたユーザ選好に基づいて、継続することができる。ステップ１２１０で
、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、個人化されたインターフェイスをステ
ップ１２０６で特定された各ユーザに関連させる。個人化されたインターフェイスは、ス
テップ１２０８で特定されたユーザの関心対象に関するモジュールやコンテンツを含むこ
とができる。一部の実施形態においては、双方向メディアガイダンスアプリケーションは
、データベース４１７（図４）に記憶された既存の個人化されたインターフェイスから、
個人化されたインターフェイスを選択することができる。
【０１０１】
　ステップ１２１２で、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ステップ１２０
４で特定されたユーザ対話に基づいて、１日を区分化する。特に、双方向メディアガイダ
ンスアプリケーションは、各ユーザがユーザの機器を使用した時間に基づいて、ユーザ別
に１日を区分化することができる。例えば、双方向メディアガイダンスアプリケーション
は、第１のユーザが典型的にテレビを視聴する時間を第１のユーザに関連させて、第２の
ユーザが典型的にテレビを視聴する時間を第２のユーザに関連させることができる。
【０１０２】
　ステップ１２１４で、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザから双方
向メディアガイダンスアプリケーションにアクセスするようにリクエストを受ける。例え
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ば、ユーザは、双方向メディアガイダンスアプリケーション画面にアクセスするようにリ
クエストする（例えば、インターフェイス６００、図６）。ステップ１２１６で、双方向
メディアガイダンスアプリケーションは現在の時刻を判定する。例えば、双方向メディア
ガイダンスアプリケーションは、制御回路３０４（図３）、コンテンツソース４１６また
はデータソース４１８（図４）から現在の時刻を判定することができる。ステップ１２１
８で、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ステップ１２１６で判定された時
刻に関連するユーザを特定する。例えば、双方向メディアガイダンスアプリケーションは
、ステップ１２１２の１日の区分化を参照して、現在の時間帯に関連するユーザを特定す
ることができる。
【０１０３】
　ステップ１２２０で、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ステップ１２１
８で特定されたユーザに関連する個人化されたインターフェイスを特定する。一部の実施
形態においては、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、特定されたユーザに関
連する双方向メディアガイダンスアプリケーション情報を表示するための構成を代わりに
特定することができる。ステップ１２２２で、双方向メディアガイダンスアプリケーショ
ンは、ステップ１２２０で特定された個人化されたインターフェイスを表示する。プロセ
ス１２００は、ステップ１２２４で終了する。
【０１０４】
　図１３は、個人化されたインターフェイスを自動的に選択するための例示的プロセスで
ある。プロセス１３００は、ステップ１３０２で開始し、当該ステップは、プロセス１２
００のステップ１２０８に対応し得る（図１２）。ステップ１３０４で、双方向メディア
ガイダンスアプリケーションはユーザを選択する。例えば、双方向メディアガイダンスア
プリケーションは、プロセス１２００のステップ１２０６で特定されたユーザから、ユー
ザを選択することができる（図１２）。一部の実施形態においては、双方向メディアガイ
ダンスアプリケーションは、ユーザを選択する代わりに、一連のユーザ選好を選択するこ
とができる。双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザ選好を使用してプロ
セス１３００を継続して、個人化されたインターフェイスを自動的に選択することができ
る。
【０１０５】
　ステップ１３０６で、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザの関心対
象に基づいて、スキンを選択する。双方向メディアガイダンスアプリケーションは、プロ
セス１２００のステップ１２０８から、ユーザの関心対象を特定することができる（図１
２）。ステップ１３０８で、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザの関
心対象に基づいて、モジュールを選択する。ステップ１３１０で、双方向メディアガイダ
ンスアプリケーションは、ユーザの関心対象に基づいて、ステップ１３０８で選択したモ
ジュールを構成する。例えば、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、野球が好
きなユーザを判定できる。その後、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ニュ
ーヨークヤンキースのスキン、推奨モジュール、スポーツニュースモジュール、スポーツ
枠ガイド、およびオンデマンドモジュールを選択できる。双方向メディアガイダンスアプ
リケーションは、さらに、野球に関するコンテンツまたは情報を表示するようにモジュー
ルを構成することができる（例えば、推奨野球試合）。
【０１０６】
　ステップ１３１２で、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ステップ１３０
８で選択されたモジュールのレイアウトを選択する。一部の実施形態においては、双方向
メディアガイダンスアプリケーションは、特定のレイアウトに合うように、１つ以上のモ
ジュールのサイズを変更することができる。ステップ１３１４で、双方向メディアガイダ
ンスアプリケーションは、選択されたスキン、モジュールおよびレイアウトを使用して、
個人化されたインターフェイスを作成する。ステップ１３１６で、双方向メディアガイダ
ンスアプリケーションは、個人化されたインターフェイスを、ステップ１３０４で選択し
たユーザに関連させる。
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【０１０７】
　双方向メディアガイダンスアプリケーションは、スキン、モジュール、およびレイアウ
トを、データベース４１７（図４）にあるスキン、モジュール、およびレイアウトのライ
ブラリから選択することができる。一部の実施形態においては、双方向メディアガイダン
スアプリケーションは、完了した個人化されたインターフェイスを、個人化されたインタ
ーフェイスを記憶することができる、データベース４１７に提供することができる。後に
個人化されたインターフェイスにアクセスするために、双方向メディアガイダンスアプリ
ケーションは、データベース４１７が、表示する個人化されたインターフェイスを提供す
るようにリクエストすることができる。
【０１０８】
　ステップ１３１８で、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、プロセス１２０
０のステップ１２０６で特定されたすべてのユーザが選択されたかどうかを判定する。双
方向メディアガイダンスアプリケーションが、すべてのユーザが選択されていない（例え
ば、すべてのユーザが個人化されたインターフェイスを持るわけではない）と判定すると
、プロセス１３００は１３０４に戻って、双方向メディアガイダンスアプリケーションは
別のユーザを選択する。
【０１０９】
　ステップ１３１８で、代わりに、双方向メディアガイダンスアプリケーションが、すべ
てのユーザが選択されたと判断すると、プロセス１３００は、ステップ１３２０に移動し
て終了する。一部の実施形態においては、ステップ１３２０は、プロセス１２００のステ
ップ１２１０に対応し得る（図１２）。
【０１１０】
　図１４は、ユーザに、個人化されたインターフェイスを選択するように促すための例示
的プロセス１４００を示す。プロセス１４００は、ステップ１４０２で開始し、当該ステ
ップは、プロセス１２００のステップ１２０８（図１２）に対応し得る。ステップ１４０
４で、双方向メディアガイダンスアプリケーションはユーザを特定する。例えば、双方向
メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザにログインまたは識別情報を入力するよ
うに要求することができる（例えば、ユーザ名、パーソナルコードまたは番号）。
【０１１１】
　ステップ１４０６で、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザにスキン
を選択するように促す。例えば、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、複数の
スキンを表示して、ユーザに１つ選択するように促すことができる（例えば、図８の画面
８００を使用する）。ステップ１４０８で、双方向メディアガイダンスアプリケーション
は、ユーザにモジュールを選択するように促す。例えば、双方向メディアガイダンスアプ
リケーションは、複数のモジュールを表示して、ユーザに少なくとも１つを選択するよう
に促すことができる。ステップ１４１０で、双方向メディアガイダンスアプリケーション
は、ユーザにステップ１４０８で選択されたモジュールを設定するように促す。例えば、
双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザにモジュールを選択し、モジュー
ルに表示するコンテンツを選択するための規則を提供するように促すことができる（例え
ば、ユーザに、例えば、図９の画面９００を使用して、推奨モジュールに対する関心を指
定するように促す）。
【０１１２】
　ステップ１４１２で、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、ユーザに、ステ
ップ１４０８で選択されたモジュールに対するレイアウトを選択するように促す。例えば
、双方向メディアガイダンスアプリケーションは、サンプルのレイアウトを表示して、ユ
ーザに画面にモジュールを配置するように促すことができる。一部の実施形態においては
、ユーザは、特定のレイアウトが画面に収まるように、１つ以上のモジュールのサイズを
変更することができる。ステップ１４１４で、双方向メディアガイダンスアプリケーショ
ンは、選択されたスキン、モジュールおよびレイアウトを使用して、個人化されたインタ
ーフェイスを作成する。ステップ１４１６で、双方向メディアガイダンスアプリケーショ
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ンは、個人化されたインターフェイスをステップ１４０４で特定されたユーザに関連させ
る。プロセス１４００は、次に、ステップ１４１８に移動して終了する。一部の実施形態
においては、ステップ１４１８はプロセス１２００のステップ１２１０に対応し得る（図
１２）。
【０１１３】
　当業者は、本発明は、実施形態以外の実施形態によって実践でき、当該実施形態は、限
定を目的とするのではなく、図説を目的として提示されいること、および本発明は、添付
の請求項によってのみ限定されることを理解する。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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